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市政だより 2007.3

一歩前へ踏み出す予算

平成19年度予算案

平成19年度の市の当初予算案がまとまりました。
一般会計は、前年度に比べ3.1％増の1,309億8,500万円。
厳しい財政環境を考慮して、経費の節減に努めながら、総合
計画の本格スタート年として各種施策に取り組みます。
一般会計を中心に、予算案のポイントをお知らせします。
予算案は、３月定例市議会で審議されます。

問財政課39・2209

復旧・復興復旧・復興

地域が
もっと輝く
地域が

もっと輝く
暮らしやすい
まちづくり
暮らしやすい
まちづくり

特に力を入れる施策

こ
れ
ま
で
最
優
先
の
施
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
災
害
復
旧
が
よ
う
や
く
一
段

落
。
平
成
十
九
年
度
は
、
長
岡
市
総
合
計

画
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
す
。

災
害
復
旧
の
た
め
に
先
送
り
し
て
き
た
取

り
組
み
を
開
始
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

災
害
を
乗
り
越
え
、
一
歩
前
へ
踏
み
出
す

予
算
と
し
ま
し
た
。

歳
入
面
で
は
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

国
か
ら
の
税
源
移
譲
と
景
気
の
回
復
を
反

映
し
、
市
税
収
入
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税
が
抑
制
さ
れ

る
な
ど
厳
し
い
財
政
環
境
も
考
慮
し
て
、

節
約
す
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
節
約

し
て
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
は
、
前
年
度
に

比
べ
三
・
一
％
増
の
一
千
三
百
九
億
八
千

五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
は
、
前
年
比
で
六
十
億
六
千
万
円

（
一
七
・
五
％
）
の
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
や
景
気
の
回
復
な
ど
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
と
法
人
市
民
税
の
伸
び
が
期

待
で
き
ま
す
。
一
方
、
地
方
交
付
税
は
、

前
年
比
で
十
七
億
円
（
七
・
一
％
）
の
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
・
県
の
補
助
金
や
有
利
な
長
期
借
入

金
（
起
債
）
を
可
能
な
限
り
活
用
す
る
と

と
も
に
、
未
利
用
市
有
地
の
売
却
な
ど
で

歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
そ
れ
で
も
不

足
す
る
財
源
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

を
十
五
億
円
充
て
る
ほ
か
、
市
の
貯
金
の

一
つ
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
三
十
一

億
円
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
主
要
な
三
基
金
の
残
高
は
、
平

成
十
九
年
度
末
で
百
一
億
円
に
な
る
見
込

み
で
す
。

復
旧
・
復
興
経
費
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
合
わ
せ
て
百
四
十
九
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
共
存
共
栄
の
理
念
に
基
づ
き
、

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
や
各
地
域
の
振
興

に
も
配
慮
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
に
よ
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
施

策
に
は
予
算
を
重
点
配
分
。
特
例
市
へ
の

移
行
、
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

施
策
に
も
必
要
な
経
費
を
配
分
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
か
ら
復
興
へ

総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
本
格
ス
タ
ー
ト
！

歳

入

市
税
は
２
割
ほ
ど
増
の
見
込
み

歳

出

し
っ
か
り
と
節
約
し
な
が
ら

重
要
施
策
に
は
手
厚
く
配
分
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ま
る
わ
か
り
！
財
政
用
語

歳

入

自
主
財
源
＝
市
が
自
ら
調
達
で
き
る
収

入
／
依
存
財
源
＝
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
収
入
な
ど
／
市
税
＝
市
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
／
諸
収
入
＝
中
小
企
業

な
ど
へ
の
貸
付
金
の
元
利
収
入
な
ど
／

繰
入
金
＝
市
の
貯
金
（
基
金
）
か
ら
の

取
り
崩
し
／
地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治

体
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
一
定
に
保
つ
た

め
の
国
か
ら
の
交
付
金
／
市
債
＝
建
設

事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
充
て
る

た
め
の
長
期
借
入
金
／
国
・
県
支
出
金

＝
特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
な
ど

歳

出

土
木
費
＝
道
路
や
公
園
、
住
宅
な
ど
の

整
備
や
管
理
を
す
る
た
め
の
経
費
／
民

生
費
＝
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
障
害
の

あ
る
人
な
ど
の
福
祉
の
た
め
の
経
費
／

公
債
費
＝
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経

費
／
総
務
費
＝
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、

庁
舎
管
理
な
ど
の
た
め
の
経
費
／
教
育

費
＝
学
校
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
社

会
教
育
な
ど
の
た
め
の
経
費
／
衛
生
費

＝
保
健
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
の
た
め

の
経
費
／
商
工
費
＝
商
工
業
や
観
光
振

興
な
ど
の
た
め
の
経
費
／
消
防
費
＝
消

防
・
救
急
活
動
や
除
雪
の
た
め
の
経
費

／
災
害
復
旧
費
＝
道
路
や
学
校
、
農
地

な
ど
を
復
旧
す
る
た
め
の
経
費

一般会計は

前年比3.1％の増です

総 額 2,264億8,840万円

市の基本的な仕事をする予算で、税金など

が主な収入です。

支出は特定の収入（保険料や使用料など）

でまかないます。

国民健康保険 …………… 244億5,820万円

国保寺泊診療所 ………………… 9,800万円

老 人 保 健 ……………… 239億2,410万円

介 護 保 険 ……………… 191億 700万円

診療所（小国・山古志）………4億9,860万円

と 畜 場 ………………… 4億 710万円

下 水 道 ……………… 154億9,770万円

浄化槽整備 ………………… 2億 100万円
簡 易 水 道 ………………… 5億 1,880万円

市が企業として経営し、支出は収益でまか

ないます。

水 道………………… 89億7,270万円

ガ ス………………… 18億2,020万円

一般会計 1,309億8,500万円

特別会計 847億1,050万円

企業会計 107億9,290万円
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●山の暮らし再生機構（仮称）を設立（新規）
・・・・・・・・・・1億620万円

中山間地の創造的復興のために活動する民間事業者
やＮＰＯを支援します。また、中山間地の地域資源を
発掘し、首都圏などにＰＲします。

●中越復興フェニックスマラソン＆ウォーク
を開催（拡充）・・・・・・・・・・・・・・800万円
被災地の山古志地域や小国地域を巡るマラソン大会

やウォーキング大会を開催し、中越大震災からの復興
に向けたメッセージを全国へ発信します。

●中越大震災追悼式などを開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,057万円
震災発生から３年目の10月23日を中心に、追悼式やシンポジウムなどを開催します。

●７・13水害追悼式を開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62万円
追悼式やシンポジウムを開催するほか、水害の記録を残すために資料を収集します。

＜そのほかの主な事業＞
災害復旧工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24億1 ,858万円
生活再建の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億4,412万円
町内公民館の復旧・解体費に対する補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 ,300万円
中山間地型復興住宅の普及促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 ,133万円
中小企業災害復旧資金の融資・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億8,475万円
私道・私有消雪施設復旧費に対する助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 ,800万円

●とっておきの長岡「まちめぐり」などを開催（新規）
・・・・・・・・・・・・・・922万円

市民同士が各地域の文化・歴史に触れながら交流を深めます。

●ふるさと創生基金事業を実施・・・・4,744万円
地域資源を生かしたイベントなど、地域ごとに特色あるテー

マを設けて、地域の振興を図ります。

●地域固有業務を実施・・・・・・・・・11億4,751万円
地域のまつりや都市間交流など地域の特色を大切にした事業

を行い、地域力を高めます。

＜そのほかの主な事業＞
地域コミュニティ事業に対する補助・・・・・・・・・・・・・550万円
地域委員会を開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,396万円

市政だより 2007.3

新
年
度
の

重
点
事
業

大
切
な
税
金

こ
れ
に
使
い
ま
す
。

復旧が順調に進み、中山間地の活性化など創造的復興が本格的に始
まります。

復旧・復興のために1

地域の個性を磨きながら市民同士が交流を図り、新市の一体感を醸
成します。

地域がもっと輝くために2
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●市民協働型の新しい市役所「シティホール」の整備に向けた検討
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,795万円

市民と協働でまちづくりを進める開かれた市役所「シティホール」を中心市街地につ
くるため、基本計画を策定します。

●地域活動の拠点となるコミュニティセンターを整備・・1億6,923万円
新年度は、深才コミュニティセンターの建設と関原コミュニティセンターの基本設計、

新組コミュニティセンター増築の実施設計を行います。

●まちの駅のネットワーク化（新規）・・・88万円
ひと・もの・情報の交流や地域連携の拠点となる「まち

の駅」を市内全地域に展開します。

●情報の共有化を推進・・・・・・・・・・・1,063万円
市政だより、ホームページ、新聞、ラジオ、ケーブルテ

レビなどを使って市政の情報を多角的に発信します。

＜そのほかの主な事業＞
市民活動に対する支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・339万円
町内公民館の建設などに対する助成・・・・・・・・・3,950万円
市議会をインターネット中継（拡充）・・・・・・・・・130万円
男女共同参画推進条例の検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・63万円

●熱中！感動！夢づくり教育（拡充）・・・・・・・・・・・・・３億4,001万円

◇船橋洋介プロデュース東京フィル夢づくりコンサート（新規）…1,400万円
本物の芸術に触れることで、子どもたちの感性と芸術を愛する心を育みます。

◇学校支援ボランティア派遣（新規）…41万円
市内の教員経験者などの人材バンクをつくり、授業を補

助する学校派遣ボランティアとして派遣します。

◇教員海外派遣研修（新規）…50万円
教員の視野を広げ資質向上を図るため、中学生を対象と

した「海外体験フォートワース訪問」に同行する教員を市
内の学校から公募して派遣します。

◇地域・子ども元気塾（拡充）…483万円
子どもたちに感動を与える活動をしている地域の団体、ＮＰＯなどを支援します。

◇教員サポート錬成塾（拡充）…1,349万円
児童・生徒・保護者から信頼される教員を増やすための研修を充実します。

●子どものサポート体制を充実（拡充）・・・・・・・・・・・・1億5,831万円
いじめや不登校などに対応するために、カウンセラー（臨床心理士）を配置します。

特別な支援が必要な児童・生徒に対してきめ細やかな学習環境を確保するため、介助員
を増員します。

＜そのほかの主な事業＞
「米百俵のすべて～現代に生きる長岡の人づくり～」（仮題）の発行に助成・・・・600万円
馬高・三十稲場遺跡を整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,466万円
米国フォートワース市との姉妹都市締結20周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22万円

まちづくりの指針「総合計画」が本格スタート。合言葉は「前より前へ！長岡」。
市民と行政が協働で、新しいまちづくりを進めます。

暮らしやすいまちづくりのために3
協働の
まち

教育
文化
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●子どもの医療費助成の対象年齢を引き上げ（拡充）・・・5億8,812万円

●児童手当を増額（拡充）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億6,349万円
３歳未満の第１子と第２子の児童手当を、月額5,000円から10,000円に引き上げます。

●子育て相談・虐待防止体制を強化（拡充）・・・・・・・・・・・1,933万円
家庭生活支援専門員を新たに配置するとともに、家庭児童相談員を増員して、子育て

支援と虐待を防止します。

●子ども家庭応援ブック（仮称）を作成（新規）・・・・・・・・335万円
子育てに関するＱ＆Ａを盛り込んだ家庭教育を応援するハンドブックを作り、乳幼児

の保護者などに配布します。

●放課後子ども教室の実施と児童クラブの拡充（新規）・・・1億6,176万円
児童クラブを長岡地域と中之島地域に計７カ所新設します。また、小学校の空き教室

で子どもたちと地域のボランティアが、スポーツや文化活動で交流できる放課後子ども
教室を３校で開きます。

●妊婦健診の助成（拡充）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,500万円
健診の助成回数をこれまでの３回から５回に増やします。

●「こんにちは赤ちゃん訪問」を実施（新規）
・・・・・・・・・・・240万円

育児の不安の解消や、新生児虐待などの発生を予防
するために、生後４カ月までに新生児訪問を受けなか
った赤ちゃんと保護者を保健師などが訪問します。

＜そのほかの主な事業＞
乳幼児の成長や発達の相談・機能訓練を拡充

・・・・・・・・・・・・・・・2,268万円
病気の回復期にある園児の一時保育施設を拡充

・・・・・・・・・・・・・・・2,356万円

●食育推進計画を策定（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・220万円
生涯にわたって健全な心身を養うために必要な食育についての計画をつくります。

●高齢者を支える家族の相談窓口と高齢者虐待の防止体制を強化
（拡充）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・527万円
介護ストレスが原因で発生する高齢者虐待を防止するために、専任相談員を配置する

など、相談・支援体制を充実します。

●障害者の社会復帰と就労を支援（拡充）
・・・・・・・・・・695万円

身体障害者に加え、新たに知的障害者および精神
障害者の人にも社会復帰や就労訓練のための更生訓
練費を支給します。

＜そのほかの主な事業＞
障害者の自宅バリアフリー化を推進・・・・・162万円
介護予防の地域活動を支援・・・・・・・・・・・・・707万円
障害者の自立を支援する法人をサポート（新規）

・・・・・・・・・・・・・・・・30万円

暮らしやすいまちづくりのために

子育て

健康
福祉

3
改正前の対象者

入院
小学校就学前の幼児
（所得制限なし）

通院
小学校就学前の幼児
（所得制限なし）


改正後の対象者（９月から実施）

入院 小学校卒業までの子ども（所得制限あり）

通院
・小学校就学前の子ども（所得制限あり）
・小学校在学中の子ども（18歳までの子どもが３人以上
いる世帯に限る。所得制限あり）

※０歳児は入院、通院とも所得制限なし

6市政だより 2007.3


一歩前へ
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●洪水・土砂災害に備えたハザードマップを配布・・・・・・2,203万円
信濃川、刈谷田川、渋海川、栖吉川、黒川などの主要河川および土砂災害警戒区域な

どの指定地域について、被害予測や避難場所を示した地図を作り、該当地域の全戸に配
布します。

●緊急告知用ラジオや携帯電話メールを使って
災害情報を伝達・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,453万円
長岡地域と越路地域の町内会、要援護者、民生委員などに緊

急告知用ラジオを配布します。聴覚に障害のある災害時要援護
者に対して、携帯電話メールで情報を配信するシステムをつく
ります。

●消防本部庁舎を整備・・・・・・・・・・11億3,301万円
平成21年度の完成を目指して、新しい消防本部庁舎の建設の

ための用地取得と実施設計などを行います。

●長岡防災シビックコア地区の整備・・・・・・・・・・・・・・・11億6,315万円
操車場跡地に建設予定の長岡市民防災公園の実施設計と用地取得などを行います。

●厚生会館地区を整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億4,056万円
多目的ホールや屋根付き広場、市庁舎が一体となった「シティホール」の基本設計を

行います。

●長岡駅周辺を整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億5,050万円
ＪＲ長岡駅東口にエスカレーターを上り下り各１基新設します。駅大手口駅前広場に

新設する地下自転車駐車場の実施設計を行います。

●大手通中央西地区と中央東地区の再開発に助成・・・4億9,352万円
大手通中央西地区（丸専ブロック）の建築物除去と大手通中央東地区（旧イチムラ、

第四銀行ブロック）の実施設計に対して助成します。

＜そのほかの主な事業＞
猿橋川水系などの河川や排水路などを整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億3,170万円
市民防災安全士と自主防災会の育成、防災専門員（仮称）を創設・・・・・・・・2,260万円

●農業版ハローワークシステムを導入（新規）・・・・・・・・・・・86万円
農繁期の農作業の労働力を確保するシステムをつくります。

●地場産農作物を使った特産品の開発とＰＲ（新規）・・・・・101万円
「ながおか駅弁プロジェクト」など高い付加価値のある特産品の開発を支援します。

●中小企業への融資・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・59億4,221万円
経営安定支援特別融資制度を新設し、経営基盤の強化を進めます。

●まちなか物産館を開設（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円
大手通りに長岡の逸品を紹介するまちなか物産館を開設します。

●佐渡市と連携した広域観光を推進（新規）・・・・・・・・・・・・・143万円
長岡市、佐渡市の広域観光の魅力を首都圏の旅行業者にアピールする説明会を開催し

ます。

●企業誘致を促進（拡充）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億5,700万円
長岡オフィスアルカディア、中之島流通団地のいずれかに進出する企業に、用地取得

費の一部を助成します。新たに研究開発施設を設置する企業には、施設設置費の一部を
助成します。

＜そのほかの主な事業＞
環境保全型農業の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,504万円
外国人観光客来訪の推進（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277万円

安全
安心な
まち

産業

▲緊急告知用ラジオ。
緊急時には自動的にス
イッチが入り、災害情
報が流れます。
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長 岡
・斎場を建設 1 1億7,803万円
・ＦＭラジオを使った緊急告知用屋外放送設備を
設置（大積・栖吉・十日町・富曽亀地区など）

1,170万円
・携帯電話通信用の鉄塔を整備 2,137万円
・インターネットを使った緊急告知用屋外放送設
備を設置 765万円

・ふそき公園（仮称）、千秋が原南公園（仮称）と桜
づつみを整備 1億6,003万円

・飼い主と愛犬が首輪なしで遊べるドッグランを
整備（信濃川右岸運動公園） 603万円

・街なみ環境を整備（長町１丁目・摂田屋地区）
825万円

・東中学校を改築（19～21年度） 8億2,171万円
・校舎の増改築（川崎小・黒条小ほか）

8億8,258万円
・学校の耐震補強（岡南中ほか） 1億8,1 10万円

中之島
・公共下水道を整備 12億6,250万円
・中之島中央小学校屋内運動場を改修

2,500万円
・７・13水害被災地域の自治会などがにぎわいや元
気を取り戻す取り組みに助成 30万円

越 路
・越路防災ひろばの基本計画を策定 401万円
・越路・長岡南インターチェンジ（仮称）の整備に向
けての調査 1,070万円

・越路小学校の耐震補強設計 700万円

三 島
・コミュニティ活動施設の建設・運営などを検討

31万円
・長岡・三島ふれあい道路を整備 3,000万円
・みしま南保育園を改修 2,180万円

山古志
・震災被害の甚大な６集落の宅地造成、改良住宅
の建設など 7億3,220万円

・闘牛場と周辺環境を整備 5,197万円
・インターネットを使った緊急告知用屋外放送設
備を設置 382万円

小 国
・ケーブルテレビ用光ファイバなどを整備（18～19
年度） （18年度分を含み）4億4,423万円

・非常通信用の衛星携帯電話を整備 17万円
・花いっぱいフェア（サテライト会場）を開催

10万円

和 島
・和島小学校（仮称）を新築（19～21年度）

6億7,612万円
・はちすば通りの整備方針を策定 830万円
・携帯電話通信用の鉄塔を設置 5,182万円

寺 泊
・寺泊支所庁舎を整備 4億5,743万円
・竹森保育園を整備（18～19年度） 3億9,783万円
・公共下水道を整備 5億4,608万円

栃 尾
・携帯電話通信用の鉄塔を整備 5,182万円
・インターネットを使った緊急告知用屋外放送設
備を設置 382万円

・国体開催に向け栃尾体育館を改修 5,650万円

与 板
・鉄道廃線敷を活用した自転車・歩行者優先道路な
どの整備のための用地取得ほか 8,700万円

・宅地などの浸水を防ぐ計画を策定 800万円
・コミュニティ活動施設の建設・運営などを検討

21万円

お知らせします！各地域の主な施策

暮らしやすいまちづくりのために

●新エネルギーの利用促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,072万円
天然ガス自動車の導入や太陽光発電システムの設置に助成します。生ごみを発酵して

回収したメタンガスのエネルギー利用の実用性を検証します。

●トキの分散飼育を検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50万円
自然環境保護研究会で、トキの分散飼育の可能性や課題を検討します。

●放置自動車の処分と再発防止（新規）・・・・・・・・・・・・・・・・282万円
市有地に放置された自動車の処分と、再発防止策として注意看板を設置します。

＜そのほかの主な事業＞ ごみの減量と資源のリサイクル・・・・・・4億6,245万円

田んぼの生き物調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・110万円

環境

（※金額は平成19年度分です。）

3
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目指します
● ●

市民満足度の向上とコスト縮減

行政経営改革プランに基づき、民間企業の「経営」
の観点を取り入れて、市民満足度の向上とコスト縮減
に努めます。

●電子市役所の推進
9,522万円

施設の予約や講座の申し込み、
住民票などの証明書の申請をイ
ンターネットパソコンや携帯電
話からできるようにします。

●未利用市有地の売却
財産売り払い収入 3億4,116万円

現在利用していない市有地（寺島町ほか）を売却し
ます。

●市税徴収率の向上 1,025万円
納税促進員による徴収とインターネット公売（市税

滞納者の差し押さえ財産をインターネットのオークシ
ョンで売却すること）を導入します。

●指定管理者制度の活用でコスト縮減
効果額△ 4,020万円

公共施設の管理・運営を民間企業やＮＰＯなどに委
ねる指定管理者制度を、新たに10施設で導入します（導
入施設数は合計63施設）。

●人件費の削減 削減額△ 8億5,974万円
平成22年度までに職員数を200人段階的に減らす計画

です。平成19年度は73人削減します。特殊勤務手当を
23種類廃止して、９種類とします。

特例市になると…
● ●

県から市に事務が移ります

特例市になると、環境行政、産業・経済行政、都市
計画・建設行政の各分野で、県が行っている事務の一
部を、市で処理できるようになります。主なものを紹
介します。

●河川などの水質調査、特定施設の立入調
査など〔水質汚濁防止法〕 1,465万円
河川や海域の水質を調査、工場などの特定施設を立

入調査します。

●土壌汚染に関する地下水の調査など
〔土壌汚染対策法〕 159万円
土壌汚染が発生したときに立入調査します。

●自動車騒音の調査、騒音規制地域の指定
など〔騒音規制法〕 500万円
交通量の多い地域で自動車騒音を調査します。騒音

の規制が必要な地域を指定します。

●はかりの定期検査など〔計量法〕

751万円
商店や事業所が取引や証明

に使用しているはかりの定期
検査などをします。

●市街化調整区域内の開発行為の許可など
〔都市計画法〕 43万円
開発審査会を設置して、開発行為の許可をします。

予算書はこちらでご覧いただけます

・市役所本庁１階市民情報ラウンジ

・各支所情報閲覧コーナー

・市民センター

平成19年度予算案は市議会３月定例会で審議され

ます。市議会はどなたでも傍聴できます（開催日程

は28ページをご覧ください）。

一歩前へ

平成19年度予算案
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発
見
さ
れ
た
の
は
、
ろ
っ
骨
や

背
骨
（
椎
骨

つ
い
こ
つ

）、
前
腕
骨
な
ど
。
前

腕
骨
と
は
、
手
首
か
ら
ひ
じ
に
か

け
て
の
骨
の
こ
と
。
こ
の
骨
が
長

さ
約
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
海
牛
の
体
長
は

七
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
そ
れ
以
上
に

も
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
海
牛
は
ジ
ュ
ゴ
ン
と

マ
ナ
テ
ィ
ー
の
二
種
類
。
暖
か
い

海
に
す
み
、
体
長
約
三
～
四
メ
ー

ト
ル
で
す
。
今
回
見
つ
か
っ
た
海

牛
の
大
き
な
体
は
、
今
よ
り
も
寒

か
っ
た
当
時
の
気
候
に
適
応
す
る

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

歴
史
の
空
白
を
埋
め
る

大
発
見

日
本
国
内
で
化
石
が
み
つ
か
り

研
究
が
進
む
大
型
の
海
牛
は
二
種

類
。
一
つ
は
、
五
百
～
三
百
万
年

前
に
生
息
し
て
い
た
タ
キ
カ
ワ
カ

イ
ギ
ュ
ウ
。
も
う
一
つ
は
、
百
二

十
万
年
前
以
降
の
ス
テ
ラ
ー
カ
イ

ギ
ュ
ウ
で
す
。

二
つ
の
種
類
が
生
息
し
て
い
た

時
代
の
間
に
は
、
約
二
百
万
年
の

長
い
空
白
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
化
石
が
見
つ
か
っ
た
地

層
は
「
白
岩

し
ろ
い
わ

層
」
と
呼
ば
れ
る
二

百
～
二
百
五
十
万
年
前
の
も
の
。

こ
の
時
代
の
海
牛
の
化
石
が
、
こ

れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
状
態
で

発
見
さ
れ
た
の
は
日
本
で
初

め
て
で
す
。
こ
の
化
石
は
、

二
百
万
年
の
間
に
海
牛
が
ど

ん
な
進
化
を
と
げ
た
の
か
、
ま
た
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
生
息
し
て
い
た

の
か
を
解
き
明
か
す
、
重
要
な
カ

ギ
に
な
る
の
で
す
。

出
来
る
だ
け
早
く

公
開
し
ま
す

発
見
現
場
の
近
く
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
貝
や
サ
メ
の
歯
な
ど
、

多
く
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
当
時
、
こ
の
周
辺
に
は
豊
か

な
海
が
広
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
が
す
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

市
は
、
化
石
の
保
存
作
業
と
調

査
を
進
め
、
出
来
る
だ
け
早
く
一

般
に
公
開
す
る
予
定
で
す
。

問
科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

市政だより 2007.3

カ
イ
ギ
ュ
ウ
２
０
０
万
年
進
化
の
謎

妙
見
町
の
県
道
崩
落
現
場
に
海
牛

か
い
ぎ
ゅ
う

の
化
石
現
る
！

海か
い

牛
ぎ
ゅ
う

は
浅
い
海
に
す
む
草
食
の
ほ
乳
類
の
こ
と
で
、
ジ
ュ
ゴ
ン
や
マ

ナ
テ
ィ
ー
な
ど
の
仲
間
の
総
称
で
す
。

中
越
大
震
災
で
崩
落
し
た
県
道
の
復
旧
が
進
む
妙
見
町
の
工
事
現
場

で
、
大
型
の
海
牛
の
化
石
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
化
石
は
お
よ
そ
二

百
～
二
百
五
十
万
年
前
の
も
の
、
体
長
は
七
メ
ー
ト
ル
以
上
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
海
牛
化
石
の
発
見
は
県
内
で
は
初
め
て
、
歴
史
の
空

白
を
埋
め
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
全
国
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

見つかったときの化石
（ポールの目盛りは20㎝間隔）

▲発見されたときの肋
骨と前腕骨。前腕骨に
あるひじの付きかたな
どから、海牛の化石で
あることがわかりまし
た。

化石のクリーニング
作業。固まった岩石と
骨を慎重に分離してい
きます。

肋骨

前腕骨（一部）
10㎝

▲近い種類を参考にして描いた
海牛の想像図。骨が太く重いの
で水に潜るのが上手で、海底に
生えている海藻を牛のように食
べていたと考えられます。

10

長
岡
ら
し
い
優
れ
た
景
観
を
「
守

る
」「
育
て
る
」「
つ
く
る
」
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
建
築
物
や
活
動

な
ど
を
表
彰
す
る
都
市
景
観
賞
。

第
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

二
百
四
十
九
件
の
中
か
ら
、
長
岡

市
都
市
景
観
審
議
会
で
選
ば
れ
た

六
件
が
受
賞
し
ま
し
た
（
写
真
）。

ま
た
、
景
観
行
為
優
良
賞
（
下

記
）
を
五
件
が
受
賞
。
都
市
景
観

賞
と
と
も
に
二
月
十
六
日
の
表
彰

式
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

市政だより 2007.3

長岡らしい街並みをつくる

第二回長岡市
都市景観賞が決定

越路ホタルの
会活動越路地域

高野町を美化推進す
る会活動 高野町

ギャラリー
沙蔵 本町１

にょ ぜ ぞう

如是蔵博物館
福住１

昭和初期を感じさせるレトロな建物と緑の
静けさが、当時の記憶をよみがえらせます。
中心市街地の緑は、守り続けていきたい貴重
な財産です。
■管 理 者 日本互ク社
■建 築 昭和11年

守る部門

いまつの門と
庭 柏町２

景
観
行
為
優
良
賞

受
賞
者

都
市
景
観
に
大
き
な
影
響
の
あ

る
建
築
な
ど
で
、
市
に
届
け
出
を

し
て
完
成
し
た
も
の
の
中
か
ら
、

良
好
な
景
観
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。

今
回
は
対
象
と
な
っ
た
百
三
十

六
件
の
中
か
ら
、
五
件
が
受
賞
し

ま
し
た
。

長
岡
中
央
綜
合
病
院
（
川
崎
町
）

所
有
者

新
潟
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会

設
計
者

㈱
全
国
農
協
設
計

全
農
新
潟
一
級
建
築
士

事
務
所

施
工
者

大
成
建
設
㈱
北
信
越
支

店

新
潟
味
の
れ
ん
本
舗
（
南
陽
一
）

所
有
者

岩
塚
製
菓
㈱

設
計
者

㈱
細
貝
建
築
事
務
所

施
工
者

㈱
大
石
組

江
口
だ
ん
ご
本
店
（
宮
本
東
方
町
）

所
有
者

㈱
江
口
だ
ん
ご

設
計
者

㈲
安
藤
建
築
設
計
工
房

施
工
者

㈱
池
田
組

新
潟
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
長
岡
古
正
寺
店

（
古
正
寺
二
）

所
有
者

新
潟
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

設
計
者

㈲
三
善
建
築
設
計
事
務

所

施
工
者

㈱
加
賀
田
組

ケ
ア
ハ
ウ
ス
福
戸
（
大
荒
戸
町
）

所
有
者

福
長
岡
三
古
老
人
福
祉

会

設
計
者

㈱
細
貝
建
築
事
務
所

施
工
者

ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ
ス
㈱

育てる部門 つくる部門

高野町の農家それぞれが、あぜを守
り、良好な景観づくりのために芝桜を
植えて維持しています。水田に映える
一面の芝桜は見事です。
■団 体 名 高野町を美化推進する会
■活動開始 昭和60年

地域住民、小・中学生、企業が一体
となってホタルの保護活動に取り組み、
生息地の環境整備などを通じて、地域
の景観保全に寄与しています。
■団 体 名 越路ホタルの会
■活動開始 昭和59年

久須美酒造
小島谷

地域の核としての風格を備え、周囲に広がる田
園や山並みと調和しています。テレビドラマのロ
ケ地としても脚光を浴びました。
■所 有 者 久須美酒造㈱
■設 計 者 ㈲早川建築設計事務所
■施 工 者 ㈱早川材木店

戦禍を免れた数少ない蔵を「曳
ひ

き家」
の技術により移築し、現代風のギャラリ
ーとして再生。格調高い雰囲気は長岡の
メーンストリートの景観をリードしてい
ます。
■所 有 者 松本紘明
■設 計 者 ㈲サトウクリキ設計事務所
■施 工 者 ㈱池田組

近代化する市街地にあって自然林の中の料
亭のようなたたずまいが「静」の空間と独特
の雰囲気を醸し出しています。
■管 理 者 ㈲魚伊
■建 築 昭和53年

（
敬
称
略
）
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厚
生
会
館
地
区
で
整
備
の
検
討

が
進
む
、
平
成
の
公
会
堂
（
多
目

的
ア
リ
ー
ナ
）
と
屋
根
付
き
広
場
、

市
庁
舎
が
一
体
と
な
っ
た
「
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
」。
こ
の
「
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
」
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、

ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
か
、
市
民

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
お

う
と
二
月
十
七
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
市
内
で
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
若
者
や
長

岡
青
年
会
議
所
、
中
心
商
店
街
の

関
係
者
な
ど
二
十
人
。「
屋
根
付
き

広
場
を
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
し
て
、

気
軽
に
食
事
を
楽
し
め
る
空
間
を
」

「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
は
、
音
楽

活
動
を
し
て
い
る
市
民
が
出
演
し

て
、
音
楽
も
一
緒
に
楽
し
め
る
と

い
い
」「
市
内
各
地
域
の
特
産
品
の

販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
た
ら
」
な
ど
、

楽
し
い
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
「
屋
根
付
き
広
場
で
結
婚

式
を
挙
げ
て
、
大
手
通
り
を
歩
い

て
い
る
人
た
ち
か
ら
も
祝
福
し
て

も
ら
っ
た
ら
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ア
も
。

市
で
は
、
今
後
も
市
民
か
ら
の

ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
厚
生
会
館
地

区
整
備
の
基
本
設
計
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

問
ま
ち
な
か
活
性
課


39
・
２
８
０
７

桐
島
小
学
校
入
学
式

（
和
島
地
域
）

昭
和
四
十
六
年
の
入
学
式
の

様
子
で
す
。
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
新
一
年
生
が
、
体

育
館
に
敷
か
れ
た
ご
ざ
の
上
に

緊
張
気
味
に
正
座
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
の
装
い
の
多
く

が
羽
織
姿
で
、
当
時
の
風
俗
が

う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
年
の
十
一
月
、
桐
島
小

学
校
で
は
、
校
庭
の
拡
張
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
翌
年
二
月
に

は
水
道
を
整
備
す
る
な
ど
、
学

校
環
境
の
改
善
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
人
口
流
出
と
少
子
化
が
進
み
、

地
域
に
も
う
一
つ
あ
る
島
田
小

学
校
と
と
も
に
、
児
童
数
は
減

少
し
て
い
き
ま
す
。

旧
和
島
村
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
は
「
人
を
思
い
や
る
心
」

「
お
年
寄
り
を
敬
う
心
」「
人
を

愛
す
る
心
」
を
、
高
齢
者
に
は

「
生
き
る
喜
び
の
醸
成
」
を
合

言
葉
に
、
世
代
を
超
え
て
共

に
育
み
あ
う
「
共
育
」
の
精

神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
に
は
、
和

島
地
域
の
二
つ
の
小
学
校
は

統
合
に
よ
り
百
年
以
上
の
歴

史
に
幕
を
降
ろ
す
予
定
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
共
育
」
の

精
神
は
、
統
合
後
の
新
し
い

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

⑩

最
終
回

市政だより 2007.3

集
い
、語
ら
い
、楽
し
む「
市
民
の
広
場
」に

面
白
ア
イ
デ
ア
が
続
々

構造改革会議が意見書を提出

中心市街地構造改革会議（座長・田村巖

長岡商工会議所会頭）は２月５日、行政機

能再配置に関する意見書を市長に提出しま

した。これは、市役所が中心市街地に移転

する際の庁舎の配置について、まちづくり

の観点から同会議が検討を重ね、意見をま

とめたものです。

意見書の要点

は、①市役所庁

舎は、市民と議

会、市民と行政

の交流の場・協

働の場に、②市

役所庁舎は、厚

生会館地区、大

手通中央地区再

開発事業地区、表町地区再開発事業予定地

区に分散して配置を、③駐車場の整備に加

えて効果的な交通政策の検討を、の３点で

す。

「市民が便利になるように考え、まちづ

くりに最も望ましい形を提案しました」と

田村座長。森市長は、「今の時代の新しい考

え方に即した提案をいただきました。今後、

十分に時間をかけて検討していきます」と

応えました。

12

自動車で来て、市役所を利用される人には、無料券を発行するなど、十

分に配慮します。

どれくらいの時間を無料とするか。長時間駐車する場合はどうするか。

他市の事例やノウハウを参考に、市民の皆さんのアイデアやご意見を伺い

ながら、検討を進めます。

ポイント２

市役所利用者の駐車料金は無料

市政だより 2007.3

市
役
所
の
中
心
市
街
地
移
転
で
…

ど
う
な
る
？
来
庁
者
駐
車
場

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
は
、
市
役
所
移
転
の
大
き
な
理
念
の
ひ
と
つ
。

し
か
し
、
車
を
利
用
す
る
人
の
こ
と
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
ま
す
。

現在の本庁舎の駐車場は、平常時で250台分、年度始めなど最も混雑する

時期でも、350台分のスペースで間に合っています。500台というのは、十

分に余裕を見た数字です。

新しい市役所庁舎に併設して、現在のセントラルパークの敷地も含めた

厚生会館地区に、300台分の立

体駐車場を作ります。さらに

再開発事業などで200台分を確

保し、合計500台分の駐車場を

整備します。

ポイント１

駐車台数は500台を確保

現在

350台
移転後

500台

問駐車場について…交通政策課39・2267、39・2270、koutuu＠city.nagaoka.lg.jp
市役所の中心市街地移転全般について…行政管理課39・2208、39・2272

gyoukan＠city.nagaoka.lg.jp

ポイント３

ゆったりスペースでらくらく駐車

駐車しやすい自走式の立体駐車場です

機械式の駐車場によくありがちな、鉄板の床の

「溝」。幅ピッタリにタイヤを収めなければならな

いため、運転が上手な人でも、タイヤの側面やホ

イールをこすったり、ちゃんと入るまで何度も切

り返しをしなければならなかったり。「アレは苦手」

という声が多く聞かれます。

新たに整備する駐車場は、そうした機械式の駐

車場ではなく、自分で運転して、空いているスペ

ースに止める、自走式の立体駐車場とします。

ゆったりスペースで利用者にやさしく

一台一台の駐車スペースは幅を広くとり、ライ

ンも二重に引いて、止めやすくします。駐車場内

の通路も余裕を持たせ、運転に不慣れな人や、車

庫入れが苦手な人でも、らくらく駐車できるよう

な設計にします。

併せて、高齢

者や身障者の人

にも配慮し、段

差をなくし、通

路の幅を広げた

バリアフリーの

駐車スペースも

十分に確保しま

す。

雨や雪の日もカサなしで大丈夫

現在の本庁舎と駐車場の

間は、雨や雪の日にはカサ

が欠かせません。新たに作

る立体駐車場と市庁舎との

間は、屋根の付いた連絡通

路で結ぶ予定です。荒天で

もカサなしで大丈夫です。

▲連絡通路のイメージ

▲駐車スペースのイメージ。Ｕ字形の二
重線で幅広く
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親
子
で
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
、
き

っ
と
思
い
出
に
。
与
板
保
育
園
で
二
月
七
日
、

こ
の
春
卒
園
す
る
二
十
八
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、

親
子
で
本
格
的
な
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

見
慣
れ
な
い
道
具
で
お
茶
を
点
て
る
茶
道
の

先
生
の
様
子
を
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る

子
ど
も
た
ち
。
自
分
の
前
に
お
茶
が
運
ば
れ
る

と
、
丁
寧
に
両
手
を
つ
い
て
ペ
コ
リ
と
一
礼
。

ど
こ
か
ぎ
ご
ち
な
い
動
作
で
茶
わ
ん
を
回
し
て

か
ら
口
に
。
ゆ
っ
く
り
と
一
服
。
想
像
し
て
い

た
味
と
違
っ
た
の
か
、
思
わ
ず
お
母
さ
ん
を
見

て
苦
笑
い
。

「
お
菓
子
と
一
緒
に
い
た
だ
く
と
、
お
茶
が
も

っ
と
お
い
し
く
な
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
先
生
の

言
葉
に
、
つ
く
し
と
梅
の
花
の
形
を
し
た
か
わ

い
ら
し
い
干
菓
子
を
パ
ク
リ
。
和
三
盆
の
上
品

な
甘
さ
に
、
み
ん
な
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

古
文
書
を
読
む
「
ふ
る
さ

と
セ
ミ
ナ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

古
文
書
」
が
二
月
十
六
日
、

み
し
ま
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
長
岡
藩
が

高
級
菓
子
を
高
値
で
売
買

す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
村
々

に
倹
約
を
呼
び
か
け
た
文

書
が
題
材
で
す
。
崩
し
字

で
書
か
れ
た
独
特
な
表
現
の
文
書
を
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
な
が

ら
解
読
。
参
加
者
は
「
難
し
い
が
、
当
時
の
人
々
の
生
活
に
新

た
な
発
見
が
あ
っ
て
面
白
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

三 島

江
戸
時
代
に
思
い
を
は
せ
て

長
岡
藩
の
古
文
書
を
読
む

▲講師の解説で答え合わせ。「そう読む
のか！」などの声が上がりました

与

板

ほろにがお茶会デビュー

与板保育園で親子お茶会

凧
合
戦
、
レ
ン
コ
ン
、

ジ
ャ
ン
ボ
お
に
ぎ
り
な

ど
、
中
之
島
地
域
の
魅

力
が
い
っ
ぱ
い
。
一
月

二
十
三
日
と
二
十
五
日
、

保
育
園
や
小
学
生
の
子

ど
も
た
ち
三
百
人
が
参

加
し
て
「
新
春
中
之
島

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
カ
ル
タ
大
会
は
、
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
「
中
之
島

つ
く
ろ
う
塾
」
が
平
成
六
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
ち
な
ん
だ
札
が
読
ま
れ
る
た
び
に
、
カ
ル
タ
を
取
る
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

中之島
「
ほ
れ
引
け
よ
百
枚
張
り
の
凧
合
戦
」「
は
い
っ
！
」

元
気
い
っ
ぱ
い
カ
ル
タ
大
会▲取り札に重なるかわいい手と手。

カルタでふるさとを学びます

寺
泊
セ
ン
タ
ー
お
お
こ
う
づ
で
は
一
月
か
ら
、
舞
踊
「
稲
穂

流
」
の
家
元
・
稲
穂

い
な

ほ

寿
紫

ひ
さ

し

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
生
涯
学
習
講

座
「
み
ん
な
の
心
身
の
健
康

づ
く
り
」
教
室
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
員
で
大
き
な
声

で
歌
を
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
。
気
軽

に
参
加
で
き
て
、
脳
の
老
化

予
防
に
も
な
る
と
好
評
で
す
。

二
月
二
日
の
教
室
も
太
鼓

や
民
謡
の
調
子
に
合
わ
せ
た

健
康
体
操
で
、
み
な
さ
ん
生

き
生
き
と
し
た
表
情
。
教
室

は
毎
月
二
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

寺 泊

健
康
づ
く
り
教
室
で

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

▲教室には60歳前後のみなさんを中心に約
35人が参加。毎回、参加者が増えています

仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
続
く
み
な
さ
ん
を
励
ま
そ
う
と
、
大

相
撲
大
島
部
屋
の
旭
天
鵬
関
が
一
月
二
十
三
日
、
陽
光
台
の
集

会
所
を
訪
れ
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

旭
天
鵬
関
は
「
力
士
は
ち
ゃ
ん
こ
で
大
き
く
な
る
。
こ
れ
を

食
べ
て
元
気
を
出
し
て
欲
し
い
」
と
肉
団
子
な
ど
の
入
っ
た
み

そ
味
の
大
島
部
屋
特
製
ち
ゃ
ん
こ
、
約
百
五
十
人
分
を
料
理
し

ま
し
た
。
住
民
の

み
な
さ
ん
も
野
菜

を
切
る
な
ど
お
手

伝
い
。
ち
ゃ
ん
こ

を
食
べ
た
み
な
さ

ん
は
笑
顔
で
「
具

が
た
く
さ
ん
で
お

い
し
か
っ
た
ぁ
」。

山古志

旭
天
鵬
関

き
ょ
く
て
ん
ほ
う
ぜ
き

が
仮
設
住
宅
を
訪
問

ち
ゃ
ん
こ
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て

▲集会場に来られない人に
は一軒一軒旭天鵬関が

▲「どんな味？」ほろ苦いお茶をいただくと、ちょっとだけ大
人の気分
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島
田
小
学
校
の
四
年
生
が
二
月
十
四
日
、
成
人
の
半
分
、
十

歳
を
記
念
し
て
「
二
分
の
一
成
人
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

保
護
者
を
前
に
一
人
ひ
と
り
将
来
の
夢
を
語
る
子
ど
も
た
ち
。

プ
ロ
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
、
ア
ニ
メ
の
声
優
な
ど
夢
は
さ

ま
ざ
ま
。
中
に
は
マ
ナ
ー

を
守
れ
る
大
人
に
な
り
た

い
、
野
鳥
の
集
ま
る
森
と

鯉
や
め
だ
か
の
い
る
川
を

守
っ
て
い
き
た
い
、
和
島

の
自
然
を
世
界
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
夢

も
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

は
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

和 島

十
歳
の
誓
い

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す▲感謝の気持ちを書いた色紙と手

作りの品をプレゼント

市
制
１
０
０
周
年
・
合
併
記
念
事
業
の
最
後
を
飾
る
フ
ァ
イ

ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
、
三
月
二
十
四
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
本
番
に
向
け

て
練
習
が
続
い
て
い
ま
す
。

二
月
十
一
日
、
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
に
集
合
し
た
の

は
「
長
岡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
み

な
さ
ん
。
公
募
の
メ
ン
バ

ー
百
五
人
に
よ
る
熱
の
こ

も
っ
た
演
奏
が
続
き
ま
す
。

合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

合
わ
せ
て
約
三
百
人
の
華

や
か
な
ス
テ
ー
ジ
は
、
も

う
す
ぐ
で
す
。

長 岡

本
番
間
近

た
だ
い
ま
練
習
中
！

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
調
べ

▲ファイナルイベントの詳しい内容は16
ページをご覧ください

初
嫁
を
御
神
体
に
乗
せ
て
五
穀
豊
穣

ほ
う
じ
ょ
う

、
子
宝
、

安
産
を
祈
願
す
る
「
ほ
だ
れ
祭
」。
こ
の
奇
祭
で

樹
齢
八
百
年
の
御
神
木
に
奉
納
さ
れ
る
大
し
め

縄
づ
く
り
が
二
月
四
日
、
下
来
伝
集
落
開
発
セ

ン
タ
ー
で
、
祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
十
一
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
し
め
縄
は
、
わ
ら
に
麻
縄
を
き
つ
く
巻
き

つ
け
た
大
縄
を
三
本
使
っ
て
作
り
ま
す
。
大
縄

の
長
さ
は
十
二
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
七
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
。
力
と
根
気
が
い
る
作
業
で
、
一
本
が

完
成
す
る
の
に
三
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
大
縄
三
本
の
う
ち
、
二
本
が
完
成
。

参
加
者
の
一
人
は
「
こ
の
大
し
め
縄
を
作
っ
て

い
る
と
、
祭
り
が
近
い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
の
祭
本

番
に
向
け
て
、
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

時
間
や
会
場
な
ど
詳
し
く
は
十
七
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

少
雪
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
、
ス

ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
越
路
。「
今

年
も
雪
像
づ
く
り

を
」
と
の
思
い
に

応
え
て
市
内
各
地

か
ら
雪
を
集
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雪
像
の
サ
イ
ズ

は
例
年
の
三
分
の
一
ほ
ど
と
小
ぶ
り
で
す
が
、
参
加
者
は
技
と

こ
だ
わ
り
を
込
め
て
二
十
七
体
の
雪
像
を
制
作
。
実
行
委
員
の

小
川
浩
一
さ
ん
は
「
毎
年
開
催
す
る
こ
と
で
越
路
ら
し
さ
を
伝

え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

越 路

地
域
の
思
い
を
カ
タ
チ
に

積
雪
ゼ
ロ
か
ら
雪
像
づ
く
り▲この日のために大型トラック70台

分の雪が運び込まれました

小
国
地
域
の
魅
力
を
伝

え
、
交
流
の
輪
を
広
げ
よ

う
と
、
一
月
二
十
四
日
か

ら
市
内
中
心
部
の
市
民
セ

ン
タ
ー
で
「
小
国
郷
匠
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
国
山
野
草
会
」
の

メ
ン
バ
ー
や
「
み
ん
な
の

体
験
館
」
の
講
師
の
作
品

を
中
心
に
、
昔
、
地
元
に

あ
っ
た
カ
ヤ
葺ぶ

き
の
古
民
家
の
模
型
や
、
小
国
の
野
山
の
素
材

を
使
っ
た
生
け
花
、
つ
る
細
工
な
ど
三
百
十
四
点
を
展
示
。
立

ち
寄
っ
た
人
は
「
な
つ
か
し
い
よ
ね
。
な
ん
と
も
言
え
な
い
温

か
さ
が
あ
っ
て
」
と
一
つ
一
つ
丹
念
に
見
て
い
ま
し
た
。

小 国

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
匠
の
技
が
集
ま
っ
て

小お

国ぐ
に

郷ご
う

匠
た
く
み

展
を
開
催

▲趣味で作ったとは思えないほど
の傑作ばかりです

栃

尾

「ほだれ祭」の準備は万端！

大しめ縄づくり始まる

▲大しめ縄には、手で刈り取った稲わら約１反分が使われます
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●
公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

「
楽
し
く
語
ろ
う
長
岡
の
昔
話
」

ふ
る
さ
と
の
心
と
言
葉
が
詰
ま

っ
た
語
り
を
身
に
付
け
、
学
校
や

公
民
館
な
ど
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
11
日

・
18
日

・

25
日

、
５
月
２
日

・
９
日


午
後
６
時
30
分
～
８
時
（
計
５
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
和
室

内
容

＝
昔
話
と
は
何
か
、
昔
話
の
背
景
、

先
輩
の
語
り
を
聞
く
、
受
講
生
の

語
り
実
習

講
師
＝
長
岡
民
話
の

会
・
高
橋
実
さ
ん

持
ち
物
＝
筆

記
用
具

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

申
３
月

８
日

か
ら

市政だより 2007.3

生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２

282,772人
（－99）

138,291人
（－52）

144,481人
（－47）

96,471世帯
（＋27）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数19.2.1（前月比）

市
主
催
・
共
催
事
業

●
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦
in
長
岡

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
VS
東
京
ア
パ
ッ
チ

日
時
＝
３
月
10
日

午
後
３
時
か
ら
、
11
日

午
後
１
時
か

ら

会
場
＝
厚
生
会
館

定
員
＝
２
、５
０
０
人

入
場
料
＝

指
定
席
Ｓ
５
、０
０
０
円
、
指
定
席
Ａ
４
、０
０
０
円
、
自
由

席
（
大
人
）
３
、０
０
０
円
、
自
由
席
（
小
・
中
・
高
校
生
）

１
、０
０
０
円
、
後
援
会
会
員
限
定
席
５
０
０
円
（
自
由
席
の

み
当
日
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ

ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
な
ど

問
㈱
新
潟
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン

０
２
５
・
２
２
５
・
０
０
０
５

協
賛
事
業

●
お
も
て
な
し
の
里
お
ぐ
に
春
の
山
野
草
展
（
無
料
）

数
百
点
の
春
の
山
野
草
の
鉢
植
え
や
竹
細
工
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
小
国
の
ご
っ
つ
ぉ
（
古
代
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
）

も
用
意
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
31
日

、
４
月
１
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
・
問
み
ん
な
の
体
験
館
（
お
ぐ
に
森
林
公
園
内
）

95

・
３
１
６
１

市
民
企
画
実
施
事
業

●
長
岡
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
プ
レ
ゼ
ン
ツ

～
米
百
俵
ス
ピ
リ
ッ
ツ
～

市
内
の
子
ど
も
た
ち
約
１
０
０
人
に
よ
る
オ
ペ
レ
ッ
タ

（
歌
や
ダ
ン
ス
、
朗
読
）
の
舞
台
で
す
（
２
回
公
演
）。

日
時
＝
３
月
21
日

午
前
11
時
か
ら
、
午
後
３
時
か
ら

会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

内
容
＝
第
一
部
…
地

雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
～
絵
本
の
朗
読
と
ダ
ン
ス
～
第

二
部
…
大
好
き
長
岡
！
お
め
で
と
う
１
０
０
周
年
。
そ
し
て

未
来
へ
～
歌
と
ダ
ン
ス
で
綴
る
長
岡
～

入
場
料
＝
１
、０
０

０
円

問
長
岡
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

０
８
０
・
１
２
１
９

・
７
３
３
５
、h

ttp
://w

w
w
4.ocn

.n
e.jp

/~vc-n
ag

a/

市制100周年・合併記念事業の集
大成として１年間の記念事業を振
り返るとともに、次の100年へのス
タートとして、市民の心に残るフ
ァイナルイベントを市民参加のも
とで開催します。
直接会場へどうぞ。

日時＝３月24日午後２時～４時
（開場：午後１時）

会場＝市立劇場大ホール
定員＝1,300人

◆第１部
「トークセッション 市制100周年
を振り返って（予定）」
イベントや市民活動の写真を見

ながら、記念事業に企画から関わ
った実行委員会メンバーが記念す
べき１年を語り合います。

◆第２部
「記念コンサート」
出演者＝音楽監督・指揮／船橋 洋
介さん（長岡市芸術文化振興財
団音楽アドヴァイザー）、ソリスト
・客演コンサートマスター／大谷
康子さん（ヴァイオリニスト）、管
弦楽／長岡フェスティバルオーケ
ストラ（市民公募）、合唱／長岡フ
ェニックス合唱団（市民公募）
曲目＝【管弦楽】ワーグナー／ニ
ュルンベルクのマイスタージンガ
ーより前奏曲、サラサーテ／ツィ
ゴイネルワイゼン、シベリウス／
交響詩「フィンランディア」op.26
【管弦楽と合唱】ヴェルディ／ア
イーダより「大行進曲」、混声合唱
のためのカンタータ 土の歌より「大
地讃頌」、長岡市歌「笑顔いきいき」
※練習の模様は15ページ

大谷 康子さん

船橋 洋介さん

100周年のフィナーレは

ファイナルイベントで（無料）

ラ
ス
ト
１
カ
月
！

市
制
１
０
０
周
年
・

合
併
記
念
事
業

問長岡市制100周年記念事業実行委員会（企画課内）39・2204
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●
花
と
緑
の
教
室

①
初
心
者
基
礎
講
座

花
の
選
び
方
や
種
の
ま
き
方
、

育
て
方
、
病
害
虫
の
防
除
な
ど
園

芸
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
４
月
10
日
～
５
月
15
日
の

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
30

分
（
計
６
回
）

会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導

員

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
材
料
費
、

初
回
に
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

申
３
月
12
日

～
30
日


②
ク
ン
シ
ラ
ン
の
育
て
方（
無
料
）

日
時
＝
４
月
14
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

講
師
＝
小
林
正
夫
緑

花
推
進
指
導
員

③
接
木
の
仕
方
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
14
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

講
師
＝
園
芸
愛
好
家

・
山
上
正
夫
さ
ん

◇

◇

②
③
い
ず
れ
も

会
場
＝
厚
生
会

館
第
二
小
ホ
ー
ル

定
員
＝
60
人

（
先
着
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

申
３
月
14
日

～
４
月
５
日


●
ほ
だ
れ
祭

縁
結
び
、
子
宝
、
五
穀
豊
穣

ほ
う
じ
ょ
う

な

ど
を
祈
り
、
長
さ
２
ｍ
、
重
さ
６

０
０
㎏
の
ご
神
体
に
初
嫁
を
乗
せ
、

神
輿

み
こ
し

の
よ
う
に
担
ぎ
ま
す
。

日
時
＝
３
月
11
日

午
前
11
時
か

ら

会
場
＝
下
来
伝

し
も
ら
い
で
ん（

栃
尾
地
域
）

問
栃
尾
観
光
協
会

51
・
１
１
９
５


冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

信
濃
川
の
河
川
敷
を
歩
き
な
が

ら
、
北
へ
旅
立
つ
前
の
カ
モ
・
ハ

ク
チ
ョ
ウ
・
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の

冬
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
11
日

午
前
８
時
～

11
時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

＝
大
手
大
橋
東
詰
（
堤
防
上
）

観
察
地
＝
信
濃
川
右
岸
河
川
敷

対
象
＝
小
学
生
～
一
般

参
加
料

＝
50
円

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

観
察
用
具

申
３
月
10
日

ま
で


ミ
ニ
企
画
展
「
空
飛
ぶ
宝
石
、

カ
ナ
ブ
ン
の
世
界
」（
無
料
）

世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
カ
ナ

ブ
ン
や
ハ
ナ
ム
グ
リ
の
標
本
１
、０

０
０
種
を
展
示
し
、
美
し
さ
の
秘

密
を
探
り
ま
す
。

期
間
＝
３
月
17
日

～
５
月
27
日



会
場
＝
科
学
博
物
館
自
然
展

示
室


昆
虫
お
も
し
ろ
教
室
（
無
料
）

展
示
標
本
で
昆
虫
の
生
態
を
学

び
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
18
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
科
学
博
物
館
自
然

展
示
室

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

●
渡
辺
廉
吉
の
解
説
パ
ネ
ル
設
置

廉
吉
は
、
戊
辰
戦
争
後
い
ち
早

く
東
京
に
出
て
ド
イ
ツ
語
を
習
い
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
留
学
。
法
律
知

識
を
身
に
付
け
、
近
代
日
本
の
法

制
確
立
に
貢
献
し
た
人
物
で
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時

休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
開
館
、
祝
日
の
翌
日
（
土

・
日
の
場
合
は
開
館
）

入
館
料

＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
・
障

害
者
・
介
助
者
２
０
０
円
、
小
・
中

学
生
１
５
０
円（
団
体
割
引
あ
り
）

市政だより 2007.3

公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０


39
・
２
２
７
０

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課


52
・
５
８
２
７

科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国籍市民向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午後６時15分から（再放送：翌日火曜日①
午前７時15分②午前９時15分③午前11時15分④午後０時15分、
翌週日曜日⑤午前11時45分⑥午後９時15分
※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組


平
成
18
年
中
の
被
災
者
住
宅

復
興
資
金
利
子
補
給
制
度
の

請
求
期
限
は
３
月
15
日

で

す交
付
決
定
を
受
け
た
人
で
、

ま
だ
手
続
き
し
て
い
な
い
人
は

早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
＝
①
利
子
補
給
金
交
付
請

求
書
②
金
融
機
関
が
発
行
す
る
平

成
18
年
12
月
末
現
在
の
融
資
残
高

証
明
書
③
償
還
予
定
表
の
写
し
④

通
帳
の
口
座
番
号
と
口
座
名
義
人

（
カ
タ
カ
ナ
）
の
書
い
て
あ
る
面

の
写
し

問
建
築
住
宅
課

39
・

２
２
６
５
、
各
支
所
建
設
課
（
越

路
支
所
は
地
域
振
興
課
、
山
古
志

支
所
は
復
興
推
進
室
）


被
災
住
宅
復
興
資
金
の
申
込

期
限
は
３
月
31
日

ま
で

資
金
の
借
り
入
れ
を
す
る
人
は
、

市
内
の
取
扱
金
融
機
関
に
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

工
事
完
了
届
の
提
出
期
限
は
平

成
19
年
12
月
28
日
ま
で
で
す
。

問
建
築
住
宅
課

39
・
２
２
６
５


国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

の
「
生
活
関
係
経
費
」
の
申
請

期
限
が
平
成
20
年
３
月
22
日
ま

で
延
長
に
な
り
ま
し
た

問
復
興
推
進
室

39
・
２
５
１
５
、

各
支
所
地
域
振
興
課


「
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
住

宅
整
備
支
援
事
業
」
の
補
助

対
象
条
件
が
変
わ
り
ま
し
た

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
が
所
有
し
住
ん
で
い
る
住

宅
を
再
建
（
新
築
や
改
修
）
す

る
際
、
そ
の
身
体
状
況
な
ど
に

適
し
た
住
宅
と
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
は
、
介
護
保
険
の
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

★
補
助
要
件
の
「
対
象
者
の
属

す
る
世
帯
員
の
着
工
時
の
前

年
収
入
合
計
が
６
０
０
万
円

未
満
」
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た

★
「
平
成
17
年
４
月
１
日
以
降
」

だ
っ
た
着
工
時
期
を
「
平
成

16
年
10
月
23
日
」
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す

受
付
場
所
・
問
＝
市
役
所
本
庁

２
階
の
高
齢
者
・
障
害
者
向
け

住
宅
整
備
支
援
事
業
受
付
担
当

（
高
齢
者
…
介
護
保
険
課

39

・
２
２
９
６
、
障
害
者
…
福
祉

相
談
課

39
・
２
２
９
７
）、
各

支
所
保
健
福
祉
課
（
山
古
志
支

所
は
復
興
推
進
室
）

震
災
関
連
の
お
知
ら
せ

届いていない人はいませんか？

県の義援金第３次配分のお知らせ
住宅の被害が一部損壊以上で、過去に県の義援金を受

けた人に義援金が配分されます。
順次、配分額や時期などを明記した文書を送っていま

す。まだ届いていない人はお問い合わせください。
問福祉総務課義援金配分チーム39・2517、各支所保健
福祉課（越路支所は地域振興課）
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対
象
者
は
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
40
歳
未
満
の
人
で
す
。

会
場
は
す
べ
て
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
す
。


講
演
会
「
適
正
飲
酒

健
康
を

保
つ
お
酒
と
の
付
き
合
い
方
」

日
時
＝
３
月
24
日

午
後
６
時
～

７
時

講
師
＝
長
岡
市
薬
剤
師
会

・
廣
橋
義
和
さ
ん

定
員
＝
30
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

申

３
月
12
日

～
22
日



楽
し
い
教
養
講
座

期
間
＝
４
月
～
９
月
（
全
18
回
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
（
料
理

は
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
）

受
講
料
＝
料
理
１
４
、０
０
０
円
、

花
道
１
８
、５
０
０
円
、
茶
道
・
ペ

ン
毛
筆
８
、０
０
０
円
（
ほ
か
に
、

利
用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
必
要
）

申

３
月
12
日

～
４
月
５
日


（
先
着
）


栃
尾
囲
碁
将
棋
大
会

日
時
＝
３
月
11
日

午
前
８
時
30

分
か
ら

会
場
＝
栃
尾
文
化
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
小
学
生
以
上

種

目
＝
囲
碁
…
Ｓ
級
（
三
段
以
上
）、

Ａ
級
（
二
段
～
初
段
）、
Ｂ
級
（
一

級
～
三
級
）、
Ｃ
級
（
四
級
以
下
）、

将
棋
…
Ａ
級
（
有
段
者
）、
Ｂ
級
（
一

級
～
五
級
）、
Ｃ
級
（
六
級
以
下
）

参
加
費
＝
一
般
１
、５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
７
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

申
電
話
で


栃
尾
地
域
成
人
式

日
時
＝
４
月
15
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
栃
尾
市

民
会
館

対
象
＝
栃
尾
地
域
に
住

民
登
録
の
あ
る
昭
和
61
年
４
月
２

日
～
62
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人※
該
当
者
に
は
、
案
内
状
を
発
送

済
み
で
す
。
地
域
外
へ
転
出
し
た

人
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市政だより 2007.3

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９

教
育
委
員
会
栃
尾
分
室


52
・
２
０
２
０

裸一貫での起業
から、今や年商55
億円。お好み焼き
専門店の全国チェ
ーン「千房

ち ぼう

」の創
業者・中井政嗣

まさつぐ

さ
んが、事業成功の
秘けつや人間味あ
ふれる経営理念を
語ります。
「日本一泣ける講演」と評されたナ

ニワの名物社長の講演をみなさんぜひ
お聴きください。
日時＝３月23日午後７時～８時45分
会場＝ホテルニューオータニ長岡ＮＣ

ホール
定員＝300人（先着）
申３月20日までに、商業振興課39
・2228または工業振興課39・2222、
36・7385、Ｅメールsyougyo@city.
nagaoka.lg.jpへ

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド

29
・
７
７
１
５


市
民
企
画
公
募
型
事
業

①
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館

10
周
年
記
念
事
業
「
シ
ン
フ

ォ
ニ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
リ
リ
ッ
ク

w
ith

澤
ク
ヮ

ル
テ
ッ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
＝
３
月
18
日

午
後
２
時

か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料

金
＝
全
席
自
由
２
、
０
０
０
円

指
揮
＝
澤
和
樹
（
澤
ク
ヮ
ル
テ

ッ
ト
）

ピ
ア
ノ
＝
蓼
沼

た
で
ぬ
ま

恵
美

子

曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／

交
響
曲
第
40
番
ト
短
調K

.550

ほ

か②
10
月
28
日

開
催
の
「
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
団
員
募
集

子
ど
も
と
大
人
が
共
演
す
る

演
奏
会
の
出
演
者
を
募
集
し
ま

す
。

指
導
者
＝
磯
部
省
吾
（
指
揮
者
）

ほ
か

曲
目
＝
ヘ
ン
デ
ル
／
組

曲
「
水
上
の
音
楽
」、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
／
交
響
曲
第
８
番
ト
長
調

作
品
88
ほ
か

練
習
日
時
＝
４
月

20
日

か
ら
計
20
回
程
度
、
午
後

７
時
～
９
時
30
分

会
場
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル

対
象
＝
弦
楽
器
…

小
学
５
年
生
以
上
の
経
験
者
、
管

楽
器
…
高
校
生
以
上
の
経
験
者

参
加
費
＝
一
般
３
、０
０
０
円
、
小

学
５
年
生
～
高
校
生
１
、５
０
０
円

申
４
月
15
日

ま
で
に
所
定
の
申

込
書
で
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ


宮
川
彬
良

あ
き
ら

と
平
原
ま
こ
と
の

「
音
物
語
」

子
ど
も
に
大
人
気
の
音
楽
家
・

宮
川
彬
良
の
ピ
ア
ノ
と
日
本
を
代

表
す
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者
・
平
原
ま

こ
と
に
よ
る
、
ト
ー
ク
を
交
え
た

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
＝
５
月
12
日

午
後
1
時
30

分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金

＝
全
席
自
由
一
般
３
、０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円
（
３
才

未
満
入
場
不
可
）

チ
ケ
ッ
ト
発

売
＝
３
月
10
日

か
ら


レ
ビ
ュ
ー
・
タ
カ
ラ
ヅ
カ

ド
リ
ー
ム
・
オ
ン
！

宝
塚
歌
劇
団
の
卒
業
生
が
贈

る
豪
華
な
シ
ョ
ー
で
す
。

日
時
＝
６
月
７
日

午
後
７
時

か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料

金
＝
全
席
指
定
Ｓ
席
６
、３
０
０

円
、
Ａ
席
５
、２
５
０
円

出
演

＝
鳳
蘭
、
麻
路
さ
き
、
匠
ひ
び

き
、
星
奈
優
里
ほ
か

チ
ケ
ッ

ト
発
売
＝
３
月
17
日

午
前
９

時
か
ら
（
17
日

は
、
市
立
劇

場
と
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の
窓

口
販
売
の
み
で
、
電
話
予
約
不

可
。
18
日

以
降
は
、
チ
ケ
ッ

ト
が
残
っ
て
い
る
場
合
の
み
電

話
予
約
可
。
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
）

枚
数

制
限
＝
１
人
４
枚
ま
で

起
業
家
応
援
講
演
会
（
無
料
）

で
き
る
や
ん
か


～
無
印
人
間
で
も
社
長
に
な
れ
た
～


鳳
蘭
さ
ん

ペン
毛筆 茶 道 花 道 料理 教

室

水
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
～
木
曜
の
４
コ
ー
ス

コ

ー

ス小川流 宗が流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流煎茶 抹 茶

30人 各15人 各30人
各
20
人

定
員

18


食
と
農
を
考
え
る
講
演
会

「
歯
か
ら
み
て
人
は
何
を
た
べ

る
か
。」（
無
料
）

歯
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
正
し

い
食
事
が
見
え
て
き
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
９
日

午
後
３
時
30

分
～
５
時

会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル

長
岡

講
師
＝
日
本
歯
科
大
学
新

潟
短
期
大
学
教
授
・
中
村
直
樹
さ

ん
な
が
お
か
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
い
た
だ
き
ま
す
」（
無
料
）

新
潟
に

活
動
拠
点

を
置
く
お

笑
い
コ
ン

ビ
「
ヤ
ン

グ
キ
ャ
ベ

ツ
」
を
迎

え
、
長
岡

の
食
と
農
業
を
楽
し
く
考
え
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
25
日

午
後
０
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

２
階
・
け
や
き

内
容
＝
基
調
講

演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定
員
＝
６
０
０
人

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
（
柿
町
下
耕

地
）
利
用
者
募
集

土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

貸
出
期
間
＝
１
年
間

区
画
数
＝

２
５
０
（
１
区
画
30
㎡
、
１
家
族

１
区
画
ま
で
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

申
３
月

22
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
の
往
信
の
裏
に
農
園
希
望
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
新
規
か
継
続
か
、
返
信
の

表
に
自
分
の
あ
て
名
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２

の
１
長
岡
市
中
央
公
民
館
へ

会
場
は
す
べ
て
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
す
。


子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
18
日

午
後
２
時
20

分
～
３
時
10
分

内
容
＝
日
本
昔

ば
な
し
「
風
の
神
と
こ
ど
も
」「
姥

す
て
山
」「
さ
る
地
蔵
」、
ま
ん
が

世
界
名
作
童
話
「
は
だ
か
の
王
様
」

「
赤
い
靴
」


伝
承
折
り
紙
教
室

昔
か
ら

伝
え
ら
れ

て
い
る
日

本
の
折
り

紙
の
基
本

を
覚
え
ま

す
。

日
時
＝
３

月
24
日

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
＝
小
学
３
～
６
年
生
ま
た
は

そ
の
親
子

定
員
＝
15
人（
先
着
）

参
加
料
＝
３
０
０
円

申
３
月
11

日

～
18
日



春
休
み
中
の
利
用
案
内

期
間
＝
３
月
27
日

～
４
月
６
日


（
月
曜
日
は
休
館
）

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
高
校
生
以

下
無
料

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
、
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
３
時
20
分
か
ら

内
容
＝
春
の
星
座
と
デ
ー
メ
ー
テ

ー
ル
の
悲
し
み

★
温
水
プ
ー
ル

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
早
春
の
市
民
天
体
観
察
会

（
無
料
）

日
時
＝
３
月
23
日

午
後
７
時
～

９
時
（
雨
天
、
曇
天
の
場
合
は
中

止
）

内
容
＝
冬
・
春
の
星
座
や

金
星
、
土
星
の
観
察

定
員
＝
40

人
（
先
着
、
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）

申
３
月
９
日

～
19
日


●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
３
月
18
日

ワ

ラ
細
工
草
履
②
22
日

粘
土
細
工

③
27
日

と
り
凧
作
り

時
間
＝

①
午
前
９
時
～
正
午
②
③
午
前
10

時
～
正
午

定
員
＝
各
20
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
か
ら

（
入
館
料
含
む
）

申
各
開
催
日

の
５
日
前
ま
で
（
水
曜
日
休
館
）

市政だより 2007.3

１月号で愛称を募集したところ、県内外から85点の
応募がありました。その中から、津端朝宏

つ ばたともひろ

さん（下々
条町）考案の愛称に決まりました。
英語で農業を表すアグリカルチャーの「アグ」と、

少し腰を落ち着けて「あぐら」をかいてのんびり行う
という意味と、ミルクをたっぷり入れる「カフェラテ」
のように、農業体験活動にどっぷりと浸るという意味
が込められています。
農業体験、ふるさと

体験、グリーン・ツー
リズムの拠点として、
この愛称で呼んでくだ
さい。
問農政課39・2223

★「農の駅 あぐらって長岡」催し物情報

いちご大福講座
日時＝３月31日午前10時～正午 定員＝20人（抽選）
参加料＝500円

みそづくり体験
コースと期日＝Ａ４月３日～５日、Ｂ４月13日
～15日 時間＝各コースとも１・３日目…午前９時
～正午、２日目…午前または午後の１時間程度 定員

＝大豆使用量120kgまで抽選で人数を決定 参加料＝大
豆５kg…3,000円、10kg…6,000円

「市民農園」参加者募集
①自由栽培
栽培面積＝33㎡ 区画＝20区画（抽選） 参加料＝年
3,000円
②長岡野菜栽培講座
定員＝24人（抽選） 栽培面積＝８ｍの畝１本 期間
＝５月中旬～11月中旬 栽培品目＝巾着なす、おもい
のほかなど 参加料＝2,500円
③枝豆と秋野菜づくり講座
定員＝24人（抽選） 栽培面積＝８ｍの畝１本 期間
＝４月中旬～11月中旬 栽培品目＝枝豆、長岡菜、白
菜など 参加料＝2,000円
④春野菜とだいこんづくり講座
定員＝24人（抽選） 栽培面積＝８ｍの畝１本 期間
＝４月中旬～11月中旬 栽培品目＝小松菜、ほうれん
そう、だいこんなど 参加料＝2,000円

◇ ◇
申は３月15日（消印有効）まで、は３月25日
（消印有効）までに、往復はがきの往信の裏に希望
講座名、住所、氏名、電話番号を記入し、返信の表に
自分のあて名を記入して〒940―0821栖吉町3670農の駅
あぐらって長岡34・5360へ

農
政
課


39
・
２
２
２
３

中
央
公
民
館

32
・
０
４
３
７

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

教
育
セ
ン
タ
ー
（
三
和
２
）


32
・
３
７
１
６

養
楽
館
（
小
国
地
域
）


95
・
３
１
６
１

ふるさと体験農業センターの愛称が

「農の駅 あぐらって長岡」に決定！

▲ロゴデザインも決まりました
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時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

市政だより 2007.3

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


百
姓
二
人
展

竹
と
自
然
木
の
作
品
展

期
間
＝
３
月
14
日

～
19
日



中
越
高
校
写
真
部
写
真
展

期
間
＝
３
月
20
日

～
26
日



片
桐
キ
セ
「
わ
た
し
流
絵
手

紙
展
」

期
間
＝
３
月
28
日

～
４
月
２

日



県
内
切
り
絵
作
家
展
（
日
本

き
り
え
協
会
会
員
展
）

期
間
＝
４
月
４
日

～
９
日


イ
ベ
ン
ト
広
場（
地
下
）ほ
か


機
械
仕
掛
け
の
数
の
マ
ジ
ッ

ク
展
パ
ー
ト
３
―
ル
ネ
サ
ン

ス
の
知
と
技
―

期
間
＝
３
月
21
日

～
30
日


（
21
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
、

30
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会

場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場


小
国

春
の
山
野
草
展

期
間
＝
４
月
２
日

～
８
日


（
２
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
８
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
ま

ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー


描
画
ク
ラ
ブ
作
品
展

期
間
＝
４
月
２
日

～
８
日


（
２
日
は
午
前
10
時
か
ら
、
８
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
＝
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場


「
平
成
18
年
度
市
民
活
動
団
体

助
成
事
業
」
公
開
報
告
会

史
跡
の
保
存
や
緑
化
運
動
な
ど
、

市
が
活
動
経
費
の
一
部
を
助
成
し

た
市
民
団
体
が
、
活
動
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
25
日

午
後
１
時
30

分
か
ら

会
場
＝
２
０
２
・
２
０

３
会
議
室

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座
～
す
ぐ
に
役
立

つ
～
「
日
常
の
マ
ナ
ー
」

日
時
＝
３
月
23
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
２
０
２
会
議

室

講
師
＝
礼
法
講
師
・
藤
田
正

子
さ
ん

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
電
話
で

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）


39
・
２
７
１
４

●
伝
え
よ
う
、
身
近
な
国
際
協
力

～
長
岡
の
学
生
か
ら
～

市
内
の
中
・
高
・
大
学
生
が
、

こ
の
１
年
間
に
行
っ
て
き
た
国
際

理
解
活
動
の
報
告
会
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
３
月
18
日


◇
第
１
部
「
あ
な
た
に
も
で
き
る

国
際
協
力
～
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

編
～
」

時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
40
分

内
容
＝
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
収
集

活
動
を
報
告

◇
第
２
部
「
ハ
ー
バ
ー
ド
模
擬
国

連
大
会
報
告
会
」

時
間
＝
午
後
１
時
40
分
～
２
時
20

分

内
容
＝
長
岡
技
術
科
学
大
学

模
擬
国
連
サ
ー
ク
ル
が
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
で
行
わ
れ
た
模
擬
国
連

大
会
の
体
験
を
報
告

◇
第
３
部
「
今
、
水
が
危
な
い
」

時
間
＝
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30

分

内
容
＝
長
岡
模
擬
国
連
の
メ

ン
バ
ー
と
「
水
」
を
テ
ー
マ
に
、

私
達
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５

申
し
込
み
の
記
載
が
な
い
も
の

は
当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


ち
び
っ
こ
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ペ
シ

ャ
ル
「
マ
ミ
ー
＆
ミ
ー
・
英
語

で
あ
ー
そ
ー
ぼ
！
」

親
子
で
英
語
の
歌
や
お
話
、
体

も
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
遊
び
ま
し

ょ
う
。

日
時
＝
3
月
16
日

午
前
11
時
か

ら
45
分
程
度

対
象
＝
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム

保
育
士
と
リ
ズ
ム
体
操
や
手
遊

び
な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
3
月
27
日

午
前
11
時
か

ら
45
分
程
度

対
象
＝
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ

い
わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広

場
内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
20
日

・
28
日

、

４
月
10
日

午
前
11
時
か
ら
1

時
間
程
度

対
象
＝
1
歳
未
満

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち

物
＝
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

の
パ
ス
ポ
ー
ト
（
初
め
て
の
人

は
当
日
お
渡
し
し
ま
す
）


子
育
て
ミ
ニ
講
座

い
ず
れ
も
講
座
後
、
個
々
に

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

①
パ
ー
ト
１
「
食
べ
る
・
眠
る

・
遊
ぶ
」

今
な
ら
間
に
合
う
！？
好
奇
心

旺
盛
、
や
る
気
の
あ
る
子
を
育

て
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

看
護
師
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時
＝
３
月
15
日

午
前
10
時

30
分
か
ら
40
分
程
度

②
パ
ー
ト
２
「
カ
ミ
カ
ミ
の
す

す
め
」

栄
養
士
が
離
乳
食
か
ら
幼
児

食
に
移
る
時
期
の
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
を
話
し
ま
す
。

日
時
＝
3
月
22
日

午
前
10
時

30
分
か
ら
40
分
程
度

※
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
随
時

保
育
士
が
子
育
て
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

「中越地域ＮＰＯ法人ガイドブック」
ができました

新潟県長岡地域振興局と協力して、中越地域で活動しているＮ
ＰＯ法人のガイドブックをつくりました。各法人の設立目的や活
動内容を掲載しています。市民センター、市役所本庁市民の声情
報室、各支所で無料で配布しています。ご活用ください。

問市民センター39・2763

▲昨年の報告会。今年は12団体が活動の
成果を発表します
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す
べ
て
無
料
で
す
。

以
外
は

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
３
月
14
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
中
央
図
書
館

講
座
室
１

内
容
＝
子
ど
も
の
本

に
つ
い
て
感
想
を
話
し
合
う

テ

ー
マ
の
本
＝
東
君
平

く
ん
ぺ
い

作
「
お
は
よ

う
ど
う
わ
」
な
ど


く
る
り
ん
ぱ
春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
３
月
21
日

午
前
10
時
30

分
～
11
時
、
午
後
３
時
～
４
時

会
場
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
の

へ
や

内
容
＝
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
く
る
り
ん
ぱ
」

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど


読
者
の
つ
ど
い

日
時
＝
３
月
23
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
読
書
感
想
や

体
験
な
ど
を
話
し
合
う
。
田
辺
聖

子
作
「
ひ
よ
こ
の
ひ
と
り
ご
と

（
残
る
た
の
し
み
）
」

会
場
・

問
互
尊
文
庫

35
・
７
９
８
１


Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

ブ

ッ

ク

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｙ

フ

ァ

ク

ト

リ

ー

あ
な
た
だ
け
の
本
を
つ
く
ろ
う

日
時
＝
３
月
25
日

午
後
２
時
～

３
時

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座

室
１

対
象
＝
小
学
５
・
６
年
生

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

申
３
月

10
日

か
ら
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
中
央
図
書
館
へ

●
む
か
ー
し
む
か
し
の

お
は
な
し
会
（
無
料
）

語
り
部
「
ろ
ば
た
の
会
」
の
み

な
さ
ん
が
、
昔
ば
な
し
の
語
り
芝

居
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど
を
し

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
18
日

午
後
２
時
～

３
時

会
場
＝
大
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
和
室

演
目
＝
え
と

の
話
、
地
蔵
浄
土
ほ
か

定
員
＝

１
０
０
人
（
先
着
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


お
は
な
し

ピ
ッ
ピ

春
の
ス

ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
３
月
17
日

午
後
３
時
30

分
～
４
時

内
容
＝
絵
本
、
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
な
ど


み
に
み
に
上
映
会

日
時
＝
３
月
18
日

午
後
３
時
～

３
時
35
分

内
容
＝
世
界
の
童
話

「
白
鳥
の
み
ず
う
み
」、
世
界
遺
産

シ
リ
ー
ズ
「
生
命
に
満
ち
た
島
～

屋
久
島
の
森
を
語
る
」


社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
＝
３
月
24
日

午
後
６
時
30

分
～
９
時

会
場
＝
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル

参
加
料
＝
５
０
０
円

（
当
日
１
、
０
０
０
円
）

申

体

育
協
会
へ


ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

体
験
教
室

日
時
＝
３
月
21
日
～
４
月
18
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30

分

会
場
＝
宮
内
小
学
校
体
育
館

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

申
３
月

16
日

ま
で
に
体
育
協
会
へ

問

長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協

会
・
内
山
さ
ん

36
・
７
８
８
７


市
民
体
育
祭
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
大
会

期
日
＝
３
月
25
日


会
場
＝
北

部
体
育
館

種
別
＝
▼
個
人
戦

（
段
級
別
、
無
級
の
部
あ
り
）
…

基
本
動
作
、
小
太
刀
、
長
剣
▼
団

体
戦
（
３
人
）
…
小
学
生
以
下
、

中
学
生
以
上
の
部

参
加
料
＝
１

人
１
、０
０
０
円

申
３
月
15
日


午
後
５
時
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
体
育
協
会
へ


市
民
体
育
祭
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
兼
東
京
杯
ダ
ブ
ル
ス
大
会

日
時
＝
４
月
30
日

午
前
８
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館

種
目
＝
①
市
民
体
育
祭
（
シ
ン
グ

ル
ス
）
…
一
般
男
女
Ａ
・
Ｂ
、
高

校
生
男
女
、
中
学
生
男
女
、
小
学

生
男
女
②
東
京
杯
（
ダ
ブ
ル
ス
）

…
男
女

参
加
料
＝
①
一
般
６
０

０
円
、
高
校
生
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
３
０
０
円
②
（
１
組
）
一

般
１
、２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、

０
０
０
円

申
４
月
13
日

ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
体
育
協
会
へ


初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
４
月

３
日
～
24
日

の
毎
週
火
曜

日
午
後
７
時

45
分
～
９
時

15
分

会
場

＝
南
部
体
育
館

参
加
料
＝
２
、５

０
０
円
（
初
回
に
）

申
体
育
協

会
へ

市政だより 2007.3

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８

lib
@
city.n

ag
aok

a.n
iig

ata.jp

西
地
域
図
書
館

27
・
４
９
０
０

北
地
域
図
書
館

22
・
７
１
０
０


長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）

34
・
２
１
３
０
と

加
盟
団
体
の
催
し

雪国植物園の催し 46・0030
開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）

入園料＝大人400円、小・中・高校生50円、幼児無料

■雪割草銘品展示会・即売会

期日＝３月３日～31日

国営越後丘陵公園
問越後公園管理センター

47・8001

■早春開園のお知らせ
入園料と駐車料が無料です。
６万株の雪割草の群生地を公開

します。
日時＝３月17日～29日（３月
16日までと30日・31日は休
園）午前９時30分～午後４時30分

■雪割草まつり
期日＝３月17日・18日
会場＝暖の館、花と緑の館
◇雪割草品評会
新潟県知事賞、長岡市長賞など、

雪割草愛好家の自慢の一品を展示
します。
◇雪割草展示・販売
屋内に雪割草の群生を再現した

立体展示や苗販売などを行います。
◇雪割草講演会
時間＝午後1時から 講師＝17日
…園芸研究家・久志博信さん、18
日…雪割草育種家・岩渕公一さ
ん
◇外山康雄水彩画作品展
期日＝３月17日～29日
※栽培相談コーナー、雪割草押し
花教室、雪割草グッズ販売なども
あります。

■越後長岡雪割草展示会
雪割草の展示、雪割草苗の販売

を行います。
期日＝３月24日・25日

■越後雪割草街道スタンプラリー
国営越後丘陵公園、雪国植物園

（宮本町３）、大崎雪割草の里（柏
崎市）などでスタンプを集めた人
に抽選で温泉宿泊券、雪割草グッ
ズなどをプレゼントします。
期間＝４月15日まで

■野生ゾーンプレイベント
「早春の生きもの観察会」
ウサギやリスなどのほ乳類の足

跡、食べ跡の観察、植物の木の芽、
草花の観察をします。
日時＝３月18日午前10時～正午
定員＝30人（抽選） 対象＝小学
生以上 参加料＝100円 申３月14
日までに野生ゾーンプレイベン
ト事務局・47・8050
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
小
・
中
学
生
テ
ニ
ス
教
室

①
小
学
生
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
４
月
16
日
～
７
月
30
日
の

毎
週
月
・
木
曜
日
の
午
後
５
時
～

７
時

対
象
＝
小
学
２
～
６
年
生

定
員
＝
若
干
名
（
抽
選
）

②
中
学
生
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
４
月
10
日
～
７
月
26
日
の

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
７
時
～

９
時

対
象
＝
中
学
生

定
員
＝

30
人
（
抽
選
）

◇

◇

①
②
い
ず
れ
も

会
場
＝
希
望
が

丘
テ
ニ
ス
場

受
講
料
＝
１
０
、０

０
０
円
（
初
回
に
）

申
３
月
24

日

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
生
年
月
日
、
保

護
者
名
を
記
入
し
、
返
信
あ
て
名

を
記
入
し
て
〒
９
４
０
―
１
１
０

６
宮
内
４
の
６
の
36
長
岡
市
テ
ニ

ス
協
会
・
石
原
法
男
さ
ん
へ

問

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん


29
・
１
４
８
９


オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル

ス
大
会

期
日
＝
４
月
１
日


会
場
＝
希

望
が
丘
テ
ニ
ス
場

種
目
＝
男
子

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
、
女
子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

ク
ラ
ス

参
加
料
＝
一
般
４
、５
０

０
円
（
協
会
加
盟
員
２
、５
０
０
円
）

高
校
生
以
下
２
、
０
０
０
円
（
当

日
に
）

申
３
月
20
日

ま
で
に

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
に
あ
る
所
定

の
用
紙
で

問
希
望
が
丘
テ
ニ
ス

場
・
石
原
さ
ん

29
・
１
４
８
９


初
心
者
太
極
拳
教
室

コ
ー
ス
と
日
時
＝
①
火
曜
コ
ー
ス

…
４
月
17
日
～
５
月
22
日
の
毎
週

火
曜
日
②
木
曜
コ
ー
ス
…
４
月
19

日
～
５
月
31
日
の
毎
週
木
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）、
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
正
午

会
場
＝
市
民
体
育

館
小
ア
リ
ー
ナ

参
加
料
＝
２
、０

０
０
円

持
ち
物
＝
内
履
き

申

長
岡
太
極
拳
協
会
・
片
桐
さ
ん


36
・
４
７
５
８


太
極
拳
表
演
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
15
日

午
後
１
時
か

ら

会
場
＝
阪
之
上
小
学
校
体
育

館

問
長
岡
太
極
拳
協
会
・
片
桐

さ
ん

36
・
４
７
５
８


エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

期
日
＝
４
月
４
日
～
来
年
３
月
の

毎
週
水
曜
日

コ
ー
ス
と
時
間
＝

Ａ
コ
ー
ス
…
午
後
７
時
～
８
時
、

Ｂ
コ
ー
ス
…
午
後
８
時
～
９
時

定
員
＝
各
10
人
（
抽
選
）

年
会

費
＝
１
２
、０
０
０
円

申
３
月
27

日

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
、
希
望
コ
ー
ス
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
返
信
あ
て
名
を
記
入
し
て

〒
９
４
０
―
０
０
４
１
学
校
町
１

の
２
の
１

長
岡
市
体
育
協
会
Ａ

Ｄ
Ｃ
係
へ
（
は
が
き
１
枚
で
１
人
、

結
果
は
３
月
29
日

に
発
送
予
定
）

市政だより 2007.3


長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）

34
・
２
１
３
０
と

加
盟
団
体
の
催
し

みしま西山連峰登山マラソン大会
今大会より震災前のコースに戻り、３㎞・10㎞・20㎞の３コ

ース13種目で健脚を競います。
期日＝５月20日 時間＝開会式…午前９時10分、スタート…
午前10時 発着点＝三島体育センター 申３月31日までに同
大会実行委員会事務局（教育委員会三島分室内）42・2221

積雪状況により、利用開始日が前後する場合があります。また、天候やグラウンド整備の状況などにより利用できな

い場合があります。開場・閉場時間、利用料金は各施設により異なります。詳しくは各施設にお問い合わせください。

屋外スポーツ・レクリエーション施設の利用案内

地
域

施 設 名
（使用できる競技など）

利 用 期 間
申 し 込 み （電話予約可）

申 し 込 み 先
一 般 使 用 大 会 使 用

長

岡

信濃川河川敷運動施設
（野球、サッカー、ゲートボー
ル、ソフトボールほか）

4/7～11/11
３月20日から受け付け開始で、
使用する日の２カ月前から受け
付け

随時受け付け
（原則として４
チーム以上かつ
50人以上のもの
に限る

陸上競技場
27・6300

悠久山野球場 4/14～11/11
４月２日から受け付け開始で、
使用する２カ月前から受け付け

サンライフ長岡
36・7200

中学校グラウンド
ナイター施設
（野球、サッカー）

5/1～10/31
４月10日から受け付け開始で、
使用する日の２カ月前から受け
付け

市民体育館
34・2700

陸上競技場
27・6300

通 年
※12/1～3/31は全天候型
トラックのみの使用可
（積雪により閉場）

個人・団体の練習については、
使用する日に窓口で受け付け

使用する日の３
カ月前から受け
付け

直接各施設へ
希望が丘テニス場
29・1082

通 年
※12/1～3/31は全天候型
テニスコートのみの使用
可（積雪により閉場）
※改修工事のため、８面
のみの使用

３月10日から受け付け開始で、
使用する日の１カ月前から受け
付け

使用する日の３
カ月前から受け
付け（原則とし
て100人程度以
上のものに限る）

東山テニス場
36・3620

4/14～11/11

※東山テニス場および乙
吉運動広場テニス場のナ
イターは5/1から開始

４月２日から受け付け開始で、使用する日の１
カ月前から受け付け

乙吉運動広場
（野球、テニス）
36・3414

４月２日から受け付け開始で、使用する日の１
カ月前から受け付け
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地
域

施 設 名
（使用できる競技など）

利 用 期 間
申 し 込 み （電話予約可）

申 し 込 み 先
一 般 使 用 大 会 使 用

長

岡

ニュータウンいこいの広場
ニュータウン市民釣場
（テニス、野外炊飯、釣り）
47・0088 4/14～11/11

テニスコート：４月２日から受け付け開始で、
使用する日の１カ月前から受け付け

その他の施設：団体利用は、申し込みが必要

直接各施設へ
東山ファミリーランド
（キャンプほか）
34・2225

団体利用は、申し込みが必要

八方台いこいの森
（野外炊飯）
52・5090

5/1～11/10 団体利用は、申し込みが必要

中

之

島

中之島スポーツ広場
（多目的）

4/1～11/30
３月20日から受け付け開始で、
４月末まで受け付け
以後、毎月１日に翌月分を受け
付け

随時受け付け

中之島文化センター
66・1310
（土・日・祝日は除
く）

中之島野球場

４/１～11/20
中之島テニス場

信濃リバーサイド野外活動施設
（ゲートボール、野外炊飯ほか）

越

路

越路河川公園
（野球・テニス・ゲートボール）

4/1～11/30

野球場：3,5,7,9,月に越路野球連
盟加入チームの配分を行い、
その後、随時受け付け

テニス場：使用する日の３週間
前から受け付け

随時受け付け
浦体育館
92・6910

成出運動広場
（野球）

4/1～11/30

3,5,7,9月に越路野球連盟加入チ
ームの配分を行い、その後随時
受け付け 随時受け付け

越路地域交流館
92・5405

長谷川運動公園
（テニス・ゲートボール）

使用する日の３週間前から受け
付け

巴ヶ丘自然公園
（遊歩道）

４月１日～11月30日 不要 教育委員会
越路分室
92・5910桝形山自然公園

（キャンプ、野外炊飯）
４月中旬～11月30日 キャンプ設備の利用は、申し込みが必要

三

島

三島野球場

4/1～11/18
３月20日から４月分を受け付け開始。
以後、毎月20日から翌月分を受け付け

三島体育センター
42・2756三島運動広場

（テニス、ゲートボール）

小

国

おぐに運動公園
（野球場、テニス、サッカーほ
か） 5/1～10/31

当月と翌月までの予約を受け付
け

随時受け付け
教育委員会
小国分室
95・5911

小国ゲートボールコート 随時受け付け
社会福祉協議会小国
支所95・2027

和

島

和島野球場
4/1～11/30

３月20日から受け付け開始で、
使用する日の３カ月前から受け
付け

随時受け付け
教育委員会
和島分室
74・3111和島運動広場

寺

泊

寺泊海浜公園（野球、陸上、テ
ニス、ゲートボール） 通 年 随時受け付け

教育委員会
寺泊分室
75・5155郷本地区運動広場（多目的）

大河津地区運動広場（野球）
通 年 随時受け付け

大河津出張所
0256・97・3155北曽根ゲートボールコート

栃

尾

栃尾テニス場

5/1～11/30

昼間の使用は申し込み不要
夜間使用は団体登録が必要

随時受け付け
栃尾体育館
52・5571吉水運動広場（野球） 使用する日の１カ月前から受け

付け塩谷運動広場（野球）

与

板

与板スポーツ広場
（野球、サッカー、テニスほか）

4/1～11/30
与板地域の社会体育団体の利用調整会後、随時受
け付け

教育委員会
与板分室
72・3100

◆４月１日から、信濃川河川敷運動施設の使用は１時間単位になります◆
使用料も１時間単位に変わります。

１面１時間当たり＝河川公園・軟式野球場…750円、同・テニス場…400円、同・ソフトボー
ル場500円、同・サッカー場500円、南部運動公園（軟式野球場）600円、右岸運動公園（ソフ
トボール場）500円、スポーツ広場（軟式野球場）700円

問スポーツ振興課32・6117
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悠久山水泳教室
会場＝悠久山屋内温水プール（悠久町336）
持ち物＝水着、水泳ゴーグル、スイムキャップ（キャップは参加料納入時に各コース指定のものを購入）
申３月17日までに（必着）はがきに①第１・２希望のコース名（曜日、Ａ・Ｂも忘れずに）②郵便番号③住所④参加
者名（ふりがな。未成年者は保護者名も）⑤生年月日（西暦で）⑥学年（平成19年４月現在の年次。年中・年長も）
⑦電話番号を記入して、〒940－0041学校町１の２の１市民体育館内長岡市体育協会へ。申し込みは１通につき１人
まで。電話、ファクス、Ｅメールでの申し込みはできません。

その他＝申し込み多数の場合は抽選し、結果を３月27日ころ発送します。参加料のほかにプール使用料（１回につき
大人400円、高校生・高齢者300円、中学生以下150円）が必要です。

問長岡市体育協会34・2130

コース区分・曜日 対 象 定員（人） 期 間 時 間 参加料 内 容

幼 児

月

年中・年長幼児

20 4/9～7/9

16：15～17：00

6,500円

水慣れ～初歩的な泳ぎ
・恐怖心の克服
・補助具付き水泳

水 30 4/11～7/11 6,000円

木 20 4/12～7/12 6,500円

土A
各30 4/7～7/7

10：30～11：15
6,000円

土B 11：15～12：00

基 礎

月

小学1・2年生

20 4/9～7/9 16：00～17：00 6,500円

初歩動作～基礎的な泳ぎ
方
・クロールの習得
・背泳ぎの習得

火 30 4/10～7/10 16：30～17：30 5,000円

木 20 4/12～7/12 16：00～17：00 6,500円

金 30 4/13～7/13 16：30～17：30 6,000円

土A
各30 4/7～7/7

13：30～14：30
6,000円

土B 14：30～15：30

育 成

月

小学3～6年生

40 4/9～7/9 17：00～18：30 6,500円

個々の泳力に応じた、４
泳法の習得

火 30 4/10～7/10 17：30～19：00 5,000円

水 40 4/11～7/11 17：00～18：30 6,000円

金 30 4/13～7/13 17：30～19：00 6,000円

土A 30
4/7～7/7

15：30～17：00
6,000円

土Ｂ 40 17：00～18：30

育成フリー 月～土
小学３～６年生で週２回以上
育成コースに参加できる人

20 4/7～7/13
上記育成コース
各曜日時間

10,000円

マスターズ

月 一般成人 50 4/9～7/9 18：30～20：00 6,500円

体力づくりや健康づくり
のための正しい泳ぎ方

水 一般成人（初心者～中級者） 20 4/11～7/11 14：30～16：00 6,000円

金
一般成人・上級者

（2種目それぞれで100m以上
泳げる人）

20 4/13～7/13 10：30～12：00 6,000円

土 一般成人（初心者～中級者） 50 4/7～7/7 18：30～20：00 6,000円

婦 人
火 女 性

（初心者～中級者）
各40

4/10～7/10
10：30～11：45

5,000円

木 4/12～7/12 6,500円

シルバー
月 おおむね60歳以上

（初心者～中級者）
各40

4/9～7/9
13：30～14：45

6,500円

金 4/13～7/13 6,000円

水中ウォーク

月

一般成人 各40

4/9～7/9

11：00～12：00

6,500円 腰痛や肥満対策等、健康
づくりのための水中動作
（ウォーキング）

水 4/11～7/11 6,000円

金 4/13～7/13 6,000円

アクアビクス
水

一般成人 各40
4/11～7/11

13：00～13：45
6,000円 音楽に合わせた水中運動

（ソフトアクアコースは
アクアビクスコースより
も軽い運動に設定）

木 4/12～7/12 6,500円

ソフトアクア
水

一般成人 各40
4/11～7/11

13：50～14：35
6,000円

木 4/12～7/12 6,500円

シンクロ 木 小学生 20 4/12～7/12 17：30～19：00 6,500円
シンクロナイズドスイミ
ングの基本動作

ダイビング
（飛び込み）

土 どなたでも 20 4/7～7/7 10：30～12：00 6,000円
ダイビング（飛び込み）
の基本動作
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●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
の
軽
体

操
な
ど
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師

な
ど
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日

午
後
１
時
15

分
～
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

３
０
２
・
３
０
３
会
議
室

定
員

＝
３
人（
先
着
）

申
３
月
12
日


ま
で

市政だより 2007.3

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

スポーツ教室
これから運動を始めようと思っている人大歓迎！

いつでも見学できます。

参加料＝次のいずれかの方法で納入してください。

○一括納入…14,000円（４月納入）

○分割納入…４～８月6,000円、９～12月5,000円、１～３月4,000円

初回に持参するもの＝参加料、運動のできる服装、内履きの運動靴、タ

オル、顔写真１枚（縦４㎝×横３㎝、裏に氏名を記入）

※大会などのため、日程を変更する場合があります。

曲
新
町
５
６
４
の
３

南
部
体
育
館

教室名
婦人

スポーツクラブ
マスターズ

スポーツクラブ
エアロビック
ダンスクラブ

対 象 女 性
おおむね55歳
以上の男女

どなたでも

定 員
（先着） 20人 10人 15人

期 間
４月２日～
来年３月の
毎週月曜日

４月４日～
来年３月の
毎週水曜日

４月６日～
来年３月の
毎週金曜日

時 間 10：00～11：30 13：30～15：00 10：00～11：30

内 容

・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュース

ポーツ（ソフトバレーボー
ル、卓球、バドミントン、
ラケットテニスなど）

・エアロビック
ダンス

・ストレッチ体
操

申し込み 3月22日午前9時から電話で、長岡市体育協会34・2130へ

学
校
町
１
の
２
の
１

市
民
体
育
館

教室名
マスターズ レディース

月曜日コース 木曜日コース 火曜日コース 金曜日コース

対 象 おおむね55歳以上の男女 女 性

定 員
（先着） 30人 30人 20人 20人

期 間
４月２日～
来年３月の
毎週月曜日

４月５日～
来年３月の
毎週木曜日

４月３日～
来年３月の
毎週火曜日

４月６日～
来年３月の
毎週金曜日

時 間 13：30～15：00 10：00～11：30

内 容
・各種体操 ・ニュースポーツ
・各種軽スポーツ（ソフトバレーボール、卓
球、バドミントン、ラケットテニスなど）

申し込み 3月20日午前9時から電話で、長岡市体育協会34・2130へ

大
手
通
１
の
４
の
10

厚
生
会
館

教室名 若返りクラブ 婦人クラブ 市民クラブ

対 象
おおむね55歳
以上の男女

女 性 一般男女

定 員
（先着） 10人 20人 30人

期 間
４月４日～
来年３月の
毎週水曜日

４月５日～来年３月の
毎週木曜日

時 間 13：30～15：15 10：00～12：00 18：30～20：30

内 容

・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュースポーツ（ソフ
トバレーボール、卓球、バドミントン、
ラケットテニスなど）

申し込み 3月19日午前9時から電話で、長岡市体育協会34・2130へ

※厚生会館には駐車場がありません。ご了承ください。

東
蔵
王
２
の
２
の
72

北
部
体
育
館

教室名 婦人コース マスターズコース 一般コース

対 象 女 性
おおむね55歳
以上の男女

一 般

定 員
（先着） 30人 30人 30人

期 間 ４月４日～来年３月の毎週水曜日

時 間 10：00～12：00 13：30～15：00 19：00～21：00

内 容

・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュースポーツ
（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、
ラケットテニスなど）

申し込み 3月23日午前9時から電話で、長岡市体育協会34・2130へ

三
島
中
条
１
４
３
４

み
し
ま
体
育
館

教室名 マスターズスポーツクラブ

対 象 おおむね55歳以上の男女

定 員
（先着） 20人

期 間
４月３日～来年３月の

毎週火曜日

時 間 10：00～11：30

内 容

・各種体操
・各種軽スポーツ、ニュース
ポーツ（ソフトバレーボー
ル、卓球、バドミントン、
ラケットテニスなど）

申し込み
3月23日午前9時から電話で、
長岡市体育協会34・2130へ

高齢者現況調査にご協力を
高齢者の心身の状態、緊急連絡先などの世帯状況を

把握するため、毎年４月１日現在で調査をしています。
対象は65歳以上で、ひとり暮らし高齢者世帯、高齢

者のみの世帯、高齢者と児童（15歳未満）のみの世帯、
寝たきり高齢者、認知症高齢者の人です。
３月下旬から、民生委員が該当世帯に伺いますので、

調査にご協力をお願いします。
問介護予防推進室39・2268

３月15日 長岡市メールマガジン米百俵メールが100号を突破！
～ 読者募集中 ～

平成15年２月１日から配信している米百俵メールが３月15日、第100号を発行します。
長岡のキラリと輝く人や名物についてのコラム、読者限定のプレゼント（不定期）もあります。パ

ソコンから読めます。登録は長岡市ホームページから（バックナンバーは登録しなくても読めます）。
問広報課39・2202

25



市政だより 2007.3

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
＝
３
月
19
日

午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
＝
長
岡
市
役
所
本
庁
４
階
大
会
議
室

投
票
所
入
場
券
は
３
月
30
日

ま
で
に

は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す

は
が
き
１
枚
に
６
人
分
ま
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
か
な
い
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
投
票
の
際
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
を
切
り
取
っ
て
投
票
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
所
と
投
票
時
間
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。
な
お
、
一
部
の
投
票
所
で
投
票
終
了
時
刻

の
繰
り
上
げ
が
あ
り
ま
す
。
お
確
か
め
の
上
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①
平
成
18
年
12
月
29
日
ま
で
に
長
岡
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す

投
票
日
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
人
で
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ
る
人

②
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど
何
ら
か

の
用
で
投
票
区
域
外
に
い
る
人
（
災
害
の

た
め
投
票
区
域
外
に
避
難
し
て
い
る
人
も

含
む
）

③
治
療
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
や
外
出

が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
人

※
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
（
商
用
、
出
稼

ぎ
、
災
害
の
た
め
市
外
に
滞
在
、
避
難
し
て

い
る
人
な
ど
）
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
役
場
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、
３
月
31
日

～
４
月
７
日


の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
は
こ
ち
ら
で
ど
う
ぞ
】

市
内
の
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
が
で

き
ま
す
。

・
長
岡
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ホ
ー
ル

・
厚
生
会
館

第
１
小
ホ
ー
ル
（
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
側
の
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
各
支
所
（
寺
泊
は
大
河
津
出
張
所
）

※
４
月
６
日

・
７
日

の
み
、
山
古
志
支
所
長
岡

事
務
所
（
青
葉
台
）
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

県
が
指
定
し
た
病
院
や
施
設
で
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す

県
が
指
定
し
た
病
院
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
な
ど
に
入

院
、
入
園
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
や
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
病
院
や

施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
郵
便
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
に
記
載

さ
れ
た
障
害
の
程
度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る

人
②
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
①
②
の
人
で
、
上
肢
あ
る
い
は
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
一
定
の
範
囲
に
該
当
す
る
人
は
、
代
理
記
載
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
手
続
き

が
必
要
で
す
。
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
は
１
カ
所
で
即
日
開
票
で
す

４
月
８
日

午
後
９
時
15
分
か
ら
厚
生
会
館
大
ホ

ー
ル
で
行
い
ま
す
。

最
近
、
県
内
で
住
所
を
移
し
た
人
の

投
票
方
法
は
…

①
市
内
で
転
居
し
た
人

平
成
19
年
３
月
24
日
以
降
に
市
内
の
転
居

届
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
、
県
内
の
他
市

町
村
か
ら
長
岡
市
に
転
入
届
を
し
た
人

市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」（
無
料
。
長
岡
市

以
外
の
市
町
村
役
場
の
市
民
課
ま
た
は
住
民

課
で
も
発
行
）
を
持
参
し
て
、
前
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

③
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
、
長
岡
市
か
ら

県
内
の
他
市
町
村
へ
転
入
届
を
し
た
人

市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
を
持
参
し
て
、

長
岡
市
の
も
と
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
県
内
の
他
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
後
、

さ
ら
に
転
出
し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

④
投
票
日
に
も
と
の
投
票
所
ま
で
行
け
な
い
人

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

・「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」

を
持
参
し
て
、
前
の
住
所
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
行
っ
て
期
日
前
投
票
を
す
る
。

・「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」

を
同
封
し
た
郵
便
で
、
前
の
住
所
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
投
票

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、
現
在
の
住
所
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
。

４月８日は
県議会議員選挙の投票日です

問選挙管理委員会事務局39・2241
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●
灯
油
な
ど
の
漏
え
い
に
注
意

２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
で
灯
油
を
貯
蔵
す
る
場

合
は
、
灯
油
な
ど
の
流
出
を
防
ぐ

た
め
防
油
堤
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯

油
を
移
す
際
や
油
配
管
の
破
損
で

灯
油
が
漏
れ
、
川
に
流
出
す
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ス
ト
ー
ブ

の
タ
ン
ク
な
ど
へ
移
し
替
え
る
と

き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
４
月
１
日

～
７
日


春
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

起
き
や
す
い
季
節
で
す
。

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
の
不

注
意
に
よ

り
、
毎
年

多
く
の
火

災
が
発
生

し
て
い
ま

す
。
火
の

取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
「
な
が
お
か
就
職
マ
ガ
ジ
ン

２
０
０
８
」
発
行

長
岡
市
雇
用
対
策
協
議
会
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
長
岡
商
工
会

議
所
、
長
岡
市
で
構
成
）
は
、
来

年
春
に
学
校
を
卒
業
し
、
就
職
活

動
を
す
る
人
向
け
に
、
地
域
の
優

良
企
業
85
社
の
情
報
を
掲
載
し
た

就
職
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
ま
し
た
。

希
望
者
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

問
長
岡
商
工
会
議
所
産
業
振
興
課


32
・
４
５
０
０
、
商
業
振
興
課


39
・
２
２
２
８

●
義
務
教
育
就
学
援
助
制
度

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
児
童
お
よ
び
生
徒
に
、
学
用
品

費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
請
期
間
＝
４
月
２
日

～
４
月

27
日


申
請
場
所
＝
学
務
課

（
幸
町
分
室
）、
各
支
所
教
育
委
員

会
分
室

持
ち
物
＝
印
鑑
、
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を

除
く
）

問
学
務
課

39
・
２
２

３
９

市政だより 2007.3

3/28～4/6の平日

本庁の市民課窓口業務を
午後７時まで延長します

待ち時間が少なく、仕事帰りにも手続きができます。
延長時間＝午後５時～７時 延長窓口＝市民課（市役所１
階）、市民サービスセンター（市民センター内）の２カ所
取り扱い業務＝転入・転出な
どの住民異動届出、国民健康
保険・国民年金の加入・脱退
手続き、婚姻・出生などの戸
籍届出、印鑑登録、住民票・
戸籍などの証明発行、外国人
登録（市民課のみ）
※パスポート窓口は、市民課
・市民サービスセンターとも
に午前９時～午後５時までで
す。
★フロアマネージャーが手続
きをお手伝いします！
期間中、市民課窓口で申請

書の書き方などを案内する「フ
ロアマネージャー」を配置し
ます。お気軽にどうぞ。

問市民課39・2215


リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
販
売
会

ご
み
に
出
さ
れ
た
自
転
車
や

家
具
な
ど
を
修
理
し
た
物
を
販

売
し
ま
す
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
）。

展
示
期
間
＝
３
月
19
日

～
30

日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

会
場
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
内

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
寿
３
）


犬
、
猫
の

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

「
犬
や
猫
の
ふ
ん
が
道
路
や

公
園
、
敷
地
内
な
ど
に
放
置
さ

れ
た
ま
ま
で
困
る
」「
家
や
塀
に

犬
の
尿
を
か
け
ら
れ
て
困
る
」

な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

ふ
ん
は

持
ち
帰
る

よ
う
に
し
、

他
人
の
家

や
塀
に
尿

を
か
け
な

い
よ
う
し
つ
け
を
す
る
な
ど
、

飼
い
主
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

★
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
に
つ
い
て

新
し
く
犬
を
飼
う
場
合
は
必

ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
毎
年
１
回
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
ら
を
怠
る
と
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
を
４
月
に
実
施
し
ま
す
。
最

寄
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。日

程
な
ど
は
、
４
月
の
市
政

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


ま
ち
の
美
化
に
ご
協
力
を
！

長
岡
地
域
「
春
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
を
実
施
し
ま
す

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
毎
年
、
春
と
秋
に
ク
リ

ー
ン
作
戦
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４

月
22
日

ま
で
行
い
ま
す
。

町
内
会
や
商
店
街
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
、
道
路
や
公
園
、

側
溝
の
清
掃
な
ど
、
ま
ち
の
美

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


家
庭
ご
み
用
指
定
袋
助
成
制

度
の
申
請
手
続
き
は
３
月
末

ま
で
で
す

長
岡
・
越
路
・
三
島
の
各
地

域
で
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
家

庭
ご
み
用
指
定
袋
助
成
事
業
の

助
成
対
象
を
２
歳
未
満
児
か
ら

３
歳
未
満
児
に
拡
大
し
ま
し
た
。

指
定
袋
の
追
加
交
付
対
象
者

に
は
、
平
成
18
年
５
月
に
申
請

書
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

だ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲フロアマネージャーはエプロ
ンと腕章が目印です。

環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７
か
ら
の
お
知
ら
せ
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●
固
定
資
産
が
縦
覧
・
閲
覧

で
き
ま
す

①
19
年
度
の
「
縦
覧
」
は
４
月
２

日

～
５
月
１
日

（
無
料
）

縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
、
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
自
分
と
他
人
の
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
を
比
較
で
き
る
制
度
で

す
。

②
「
閲
覧
」
は
４
月
２
日

か
ら

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
ま
す

閲
覧
は
、
納
税
義
務
者
が
自
分

の
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
確
認
す

る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間
中
は
、
手
数
料
が
無

料
で
す
（
課
税
台
帳
の
写
し
が
必

要
な
場
合
は
、
１
枚
10
円
で
交
付
）。

そ
れ
以
外
の
期
間
は
、
有
料
（
１

枚
２
５
０
円
）
で
す
。

な
お
、
借
地
人
・
借
家
人
も
自

分
が
借
用
し
て
い
る
物
件
に
つ
い

て
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
年
間
を
通

し
て
有
料
で
す
。

用
意
す
る
も
の
＝
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
（
代

理
の
場
合
は
、
本
人
の
記
名
・
押

印
の
あ
る
委
任
状
と
代
理
人
の
身

分
証
明
書
）。
借
地
人
・
借
家
人
の

場
合
は
、
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・

問
資
産
税
課

39
・
２
２
１
３
、
中

之
島
・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾
支
所

は
税
務
課
、
三
島
・
山
古
志
・
小

国
・
和
島
・
与
板
支
所
は
市
民
生

活
課
、
寺
泊
支
所
大
河
津
出
張
所

●
バ
イ
ク
な
ど
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

バ
イ
ク
や
農
耕
車
、
軽
自
動
車

な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

他
人
に
譲
渡
し
た
人
や
廃
棄
し

た
人
は
３
月
30
日

ま
で
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課

39
・
２
２
１
２
、

中
之
島
・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾
支

所
は
税
務
課
、
三
島
・
山
古
志
・

小
国
・
和
島
・
与
板
支
所
は
市
民

生
活
課

●
森
づ
く
り
事
業
を
助
成
し
ま
す

「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し
、
町

内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

に
よ
る
、
地
域
や
学
校
な
ど
で
の

森
づ
く
り
事
業
（
植
樹
・
育
樹
）

を
助
成
し
ま
す
。

※
事
業
の
詳
細
は
、
に
い
が
た
緑

の
百
年
物
語
緑
化
推
進
委
員
会


０
２
５
・
２
９
０
・
８
０
５
５
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.m

id

ori100.com
/in

d
ex.h

tm
l

申
３
月
15
日

ま
で
に
農
林
整
備

課

39
・
２
２
２
４
、
支
所
産
業

課
（
栃
尾
支
所
は
農
林
課
）

●
４
月
か
ら
税
関
係
証
明
書
の

交
付
申
請
の
際
に
は
、
必
ず

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
の
提
示
が
必
要
で
す

昨
年
10
月

か
ら
試
行
し

て
き
ま
し
た

が
、
今
年
４

月
か
ら
は
、

身
分
証
明
書

の
提
示
が
な

い
と
申
請
手

続
き
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
と
証
明
書
の
不

正
取
得
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
具
体
的
な
身
分
確
認
方
法
〉

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合
…
身
分

証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。

○
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合
…

「
代
理
人
の
身
分
証
明
書
」
の
提

示
と
「
申
請
人
（
証
明
書
を
必
要

と
す
る
人
）
の
記
名
・
押
印
の
あ

る
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

問
市
民
税
課

39
・
２
２
１
２
、

資
産
税
課

39
・
２
２
１
３
、
収

納
課

39
・
２
２
１
４
、
中
之
島

・
越
路
・
寺
泊
・
栃
尾
支
所
は
税

務
課
、
三
島
・
山
古
志
・
小
国
・

和
島
・
与
板
支
所
は
市
民
生
活
課

市政だより 2007.3

三
輪
車
・
四
輪

車
６
６
０
㏄
以

下 二
輪
車
２
５
０

㏄
超

二
輪
車
１
２
５

㏄
超
～
２
５
０

㏄
以
下

１
２
５
㏄
以
下

の
バ
イ
ク
・
農

耕
車
・
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど

区

分

軽
自
動
車
検
査
協

会
長
岡
支
所


22
・
０
５
５
５

新
潟
運
輸
支
局
長

岡
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所


０
５
０
・
５
５

４
０
・
２
０
４
１

全
国
軽
自
動
車
協

会
連
合
会
長
岡
分

室
23
・
３
１
１
５

市
民
税
課

39
・

２
２
１
２
、
各
支

所
の
軽
自
動
車
税

担
当
課 届

け
出
先

指定管理者制度とは、スポーツ施設や観光施設など、
公の施設の管理運営を民間事業者やＮＰＯ法人などに委
ねる制度です。
４月１日から同制度を導入する９施設の指定管理者が

決まりました。

制度のお問い合わせは行政管理課39・2208へ

９施設の指定管理者が決定しました

市議会の本議会や委員会は公開されています。みなさ
んお気軽においでください。

時間＝本会議…午後１時から、常任委員会…午前10時か
ら、議会運営委員会…午前11時30分から
定員＝本会議…65人（車いす利用２人分含む）、委員会…
７人

問議会事務局39・2244

市議会を傍聴しませんか

期 日 会 議 名 場 所

３月５日
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（招集日）
議 場

７日、８日、９日 本会議（予備日）

12日、13日 産業市民委員会

第一委員会室
14日、15日 文教福祉委員会

16日、19日 建設委員会

20日、22日 総務委員会

26日
議会運営委員会 第二委員会室

本会議（最終日） 議 場

市議会３月定例会の日程

施 設 名 指定管理者名
指定
期間

長岡市ふるさと体験農業セン
ター

ＮＰＯ法人ながおか生活情報
交流ねっと

５

年

長岡市悠久山野球場 長岡市企業公社

長岡市営陸上競技場

グリーン産業㈱

長岡市信濃川河川公園

長岡市信濃川南部運動公園

長岡市信濃川右岸運動公園

長岡市スポーツ広場

長岡市与板地域勤労青少年ホ
ーム

㈱新潟ビルサービス

長岡市小国商工物産館 小国町商工会 ３年
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●
地
域
限
定
の
中
小
企
業
向
け
融

資
制
度
な
ど
の
新
規
の
取
り
扱

い
を
３
月
末
で
終
了
し
ま
す

終
了
す
る
制
度
＝
①
越
路
地
域
不

況
対
策
特
別
資
金
融
資
②
三
島
地

域
緊
急
不
況
対
策
特
別
融
資
③
小

国
地
域
商
工
業
振
興
資
金
融
資
④

栃
尾
地
域
不
況
対
策
緊
急
資
金
融

資
⑤
越
路
・
小
国
・
和
島
・
栃
尾

地
域
の
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
信

用
保
証
料
補
給
⑥
三
島
地
域
緊
急

不
況
対
策
特
別
融
資
信
用
保
証
料

補
助
金
⑦
三
島
地
域
信
用
保
証
協

会
信
用
保
証
料
補
助
金
⑧
与
板
地

域
信
用
保
証
料
補
助
金

★
終
了
後
は
、
長
岡
市
の
ほ
か
の

融
資
制
度
お
よ
び
信
用
保
証
料
補

給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
商
業
振
興
課

39
・
２
２
２
８
、

各
支
所
産
業
課
（
栃
尾
支
所
は
商

工
観
光
課
）

●
長
岡
市
都
市
景
観
審
議
会

委
員
募
集

良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
に
つ

い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
３
人

任
期
＝
２
年

（
４
月
１
日
～
平
成
21
年
３
月
31

日
）

応
募
資
格
＝
市
内
に
住
所

の
あ
る
人
で
、
４
月
１
日
現
在
で

年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人

審
議

会
の
回
数
＝
年
４
回
程
度
、
平
日

の
日
中
に
開
催

報
酬
＝
１
回
に

つ
き
日
額
９
、１
０
０
円

選
考
方

法
＝
書
類
審
査
、
面
接

試
験
日

＝
３
月
下
旬
予
定
（
後
日
通
知
）

申
３
月
19
日

ま
で
に
、
所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
（
作
文
あ

り
）
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
、
〒
９
４
０
―
０
０
６
１
城

内
町
３
の
４
の
14
城
内
町
分
室
２

階
都
市
計
画
課

39
・
２
２
２
５

へ
（
応
募
用
紙
は
都
市
計
画
課
、

各
支
所
建
設
課
の
ほ
か
、
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

●
生
ご
み
処
理
機
器
の
取
扱
店

募
集

市
は
、
ご
み
の
減
量
を
進
め
る

た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入

金
額
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
、
新
た
に
指
定
取
扱
店
と

し
て
生
ご
み
処
理
機
器
を
扱
う
お

店
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
事
業
者
は
、
環
境
業

務
課

24
・
２
８
３
７
へ
ど
う
ぞ
。

●
家
庭
ご
み
用
指
定
袋
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

平
成
19
年
度
に
作
成
す
る
「
家

庭
ご
み
用
指
定
袋
」
の
燃
や
す
ご

み
用
中
サ
イ
ズ
２
０
０
万
枚
に
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

地
球
に
や
さ
し
い
活
動
や
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
、

企
業
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
媒
体
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
告
の
大
き
さ
＝
縦
５
㎝
×
横
９

㎝
程
度

掲
載
料
＝
10
万
円

募

集
数
＝
４
点
（
抽
選
）

申
３
月

22
日

ま
で
に
申
込
書
に
広
告
の

原
稿
を
添
え
て
環
境
業
務
課

24

・
２
８
３
７
へ
提
出
（
申
込
書
は

長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
様
式
集

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
環

境
業
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
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どうする？退職後の健康保険

職場を退職したときは、その職場の健康保険を任意継

続するか、国民健康保険に加入するかのいずれかを選ぶ

ことになります（条件によっては、家族の健康保険の被

扶養者になれる場合もあります）。

保険料や給付内容は、職場の健康保険と異なる場合が

あります。退職のときに各自で確認してください。

①任意継続

健康保険の加入期間が２カ月以上ある人が、退職後20

日以内に手続きすることで、職場の健康保険を継続する

ことができる制度です。ただし、保険料は在職時の２倍

になります（上限額あり）。

問政府管掌健康保険…長岡社会保険事務所36・5141、

健康保険組合・共済組合など…加入していた組合

②国民健康保険

加入手続きは、市役所で行ってください。保険料は前

年（３月までは前々年）の所得で算定されます。

問国保医療課39・2220、各支所市民生活課

転入・転出をしたときや、就職・退職などで保険の種
類や資格が変わったときは、14日以内に市民課（市役所
１階②番窓口）、市民サービスセンター（市民センター内）、
または各支所市民生活課で手続きをしてください。

★就職や退職をした人へ
国保の加入や脱退の手続きは自分で行ってください。
職場では手続きができません。

●手続きの際には、窓口で届出人の本人確認ができるも
の（免許証・保険証など）の提示をお願いします。

●老人保健や医療費助成制度の受給者は、その変更手続
きも必要です（手続きは、市役所１階国保医療課⑨⑩
番窓口、福祉総合相談室⑭番窓口、各支所市民生活課
へどうぞ）。

●転出や他の健康保険に加入したとき、新しい保険証が
届くまでの間に病院などで受診するときは、窓口で保
険証が変わったことを申し出てください。今までの国
保の保険証を使って受診すると、後で市が負担した医
療費を返してもらうことがあります。

問国保医療課39・2220、各支所市民生活課

国民健康保険の手続きをお忘れなく！

その他 国保を脱退 国保に加入

修
学
の
た
め
他
の

市
町
村
へ
転
出
す

る
と
き

退
職
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
っ
た

と
き

死
亡
し
た
と
き

他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き

他
市
町
村
へ
転
出

す
る
と
き

子
ど
も
が
生
ま
れ

た
と
き

他
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き

他
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
と
き

こ
ん
な
と
き

在
学
の
証

明
書

年
金
証
書

健
保
の
保

険
証

母
子
健
康
手
帳

健
保
の
離
脱
日

を
確
認
で
き
る

書
類

転
出
証
明
書

持
参
す
る
も
の現在、お持ちの国保の保険証

お気に入りの風景をカメラに収めておいてください
来年２月に長岡らしいまちの姿、四季折々の自然などをテーマとして、合

併後最初の景観写真コンクールを実施します。
応募締め切りは12月の予定（詳細は「市政だより６月号」で）。悠久山の桜

など、お気に入りの風景をカメラに収めておいてください。
問都市計画課39・2225
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●

中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

機
構
の
趣
旨
で
あ
る
「
防
災
・

安
全
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
作

品
（
１
点
）
に
賞
金
10
万
円
。

応
募
規
格
＝
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
…

作
品
サ
イ
ズ
と
フ
ァ
イ
ル
形
式
は

自
由
（
使
用
ソ
フ
ト
と
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
明
記
）、
手
書
き
…
Ａ
４
判
白

色
用
紙
を
縦
に
使
用
、
彩
色
…
カ

ラ
ー
４
色
以
内

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
採
用
作
品
は
審
査
員
に
よ
っ

て
補
作
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
４
月
10
日

ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業

（
学
校
名
）、
連
絡
先
（
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
し
て
、

郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
で
、

〒
９
４
０
―
０
０
６
２
大
手
通
２

の
２
の
６

中
越
防
災
安
全
推
進

機
構
（
市
民
セ
ン
タ
ー
５
階
）


36
・
８
１
４
１
、
Ｅ
メ
ー
ルch

u
et

su
b
osai@

zb
.w

ak
w
ak

.com

へ

●
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
か
ら
訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

グ
ル
ー
プ
名
＝
①
市
民
グ
ル
ー
プ

大
人
25
人
②
中
・
高
校
生
グ
ル
ー

プ
21
人
（
ほ
か
に
引
率
４
人
）
③

高
校
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
グ
ル

ー
プ
20
人
（
ほ
か
に
引
率
４
人
）

滞
在
期
間
（
予
定
）
＝
①
４
月
11

日

～
15
日

②
６
月
５
日

～

16
日

③
７
月
28
日

～
８
月
５

日


内
容
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
や

長
岡
市
役
所
な
ど
の
集
合
場
所
へ

の
送
迎
（
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

で
の
滞
在
は
主
に
朝
晩
お
よ
び
週

末
）

そ
の
他
＝
②
グ
ル
ー
プ
は

滞
在
中
、
１
日
学
校
に
登
校
す
る

の
で
、
中
・
高
校
生
が
い
る
家
庭

を
優
先

申

長
岡
市
国
際
交
流

協
会

39
・
２
７
１
４
、

39
・

２
７
１
５

●
す
こ
や
か
・
と
も
し
び
ま
つ
り

（
10
月
６
日

・
７
日

）

実
行
委
員
募
集

ハ
イ
ブ
長
岡
・
千
秋
が
原
ふ
る

さ
と
の
森
で
開
催
さ
れ
る
健
康
と

福
祉
の
祭
典
「
す
こ
や
か
・
と
も

し
び
ま
つ
り
」
の
企
画
・
運
営
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

条
件
＝
18
歳
以
上
で
、
毎
月
１
回

程
度
開
催
さ
れ
る
実
行
委
員
会
と
、

当
日
の
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
で
き
る
人
（
こ
れ
ま
で

の
参
加
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

申

３
月
23
日

ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
連
絡
先
、
職
業
、
簡
単
な

応
募
動
機
を
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
福
祉
総
務
課


39
・
２
２
１
７
、

39
・
２
２

７
５
、
Ｅ
メ
ー
ルfu

k
u
sh

i@
cit

y.n
ag

aok
a.lg.jp

（
応
募
多
数
の

場
合
は
選
考
あ
り
）

●
ち
び
っ
こ
広
場
運
営
委
員
募
集

ち
び
っ
こ
広
場
（
市
民
セ
ン
タ

ー
内
）
の
運
営
や
活
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

市政だより 2007.3

■事業計画の作成や高齢者の相談にのる人

介護予防運動指導員（非常勤嘱託員）

募集人数＝若干名 雇用期間＝４月～平成20年３月（勤

務実績により更新あり） 仕事＝高齢者の運動指導・事

業計画の作成 応募資格＝次のいずれかに該当する人

大学または短期大学で体育に関する専門課程を履修した

人社会体育の専修学校の専門課程を卒業した人スポ

ーツクラブなどで指導の経験がある人 報酬＝月額101,

000円 勤務日＝月～金曜日のうち週３日（１日６時間）

保健師・看護師（非常勤嘱託員）

募集人数＝若干名 雇用期間＝４月～平成20年３月（勤

務実績により更新あり） 仕事＝高齢者の介護予防教室

（認知症予防など）での指導・事業計画の作成 応募資

格＝保健師または看護師の資格のある人 報酬＝月額214,

000円 勤務日＝月～金曜日（１日６時間）

高齢者虐待対応専任相談員（非常勤嘱託員）

募集人員＝若干名 雇用期間＝４月～平成20年３月（勤

務実績により更新あり） 仕事＝高齢者虐待防止の相談

や関係機関連携づくり 応募資格＝社会福祉士または保

健師の資格のある人、心理相談などの経験がある人 報

酬＝月額214,000円 勤務日＝月～金曜日（１日６時間）

◇ ◇

いずれも 選考方法＝面接 試験日＝３月中旬こ

ろ 申３月14日までに、介護予防推進室およびハロー

ワーク長岡、ワークプラザ長岡にある所定の申込書に記

入して、介護予防推進室へ本人が持参

■各種教室で高齢者に運動指導する人

市は、無理なく体を動かし、足腰の筋力向上を図る教

室を各地域で開催しています。

１人では続けられない運動が仲間と一緒なら、不思議

と楽しく継続されています。

教室を一緒に盛り上げるスタッフを募集します。自分

の健康づくりと地域のために力を発揮しませんか。

介護予防運動指導員

募集人数＝10人程度 仕事＝介護予防の運動指導、週１

回各コミュニティセンターなどで10人程度の高齢者を対

象に運動指導 応募資格＝年齢不問で次のいずれかに該

当する人体育また医療系大学、短大、専門学校卒業者

介護福祉士、ヘルパー、社会福祉士その他運動指導

経験者 報償＝１回6,000円（２時間程度）

介護予防インストラクター

募集人数＝10人程度 仕事＝地域で不定期に開催される

高齢者の集いにおける「ハッピー体操」や軽体操・レク

リエーションなどの指導 応募資格＝年齢不問で、高齢

者と一緒に楽しく運動できる人 報償＝１回3,000円（90

分程度）

◇ ◇

いずれも 選考方法＝面接 面接日＝３月下旬ころ
申３月20日までに、介護予防推進室にある申込書に必

要事項を記入して本人が持参 ※決定後に研修会あり

介護予防スタッフを募集します
介護予防推進室39・2268
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募
集
人
数
＝
10
人
程
度

任
期
＝

４
月
～
平
成
20
年
３
月

応
募
資

格
＝
20
歳
以
上
で
子
育
て
に
か
か

わ
る
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
年
６

回
程
度
開
催
す
る
会
議
（
原
則
平

日
の
日
中
）
に
出
席
で
き
る
人

（
会
議
中
の
一
時
保
育
あ
り
）

選
考
結
果
＝
年
齢
や
居
住
地
域
な

ど
を
考
慮
の
上
決
定
し
、
結
果
を

３
月
中
に
全
員
に
通
知

申
３
月

19
日

ま
で
に
ち
び
っ
こ
広
場
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
持
参
で
、

ち
び
っ
こ
広
場

39
・
２
７
７
５
、


39
・
２
８
６
１
へ

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー

39
・
２
８
６
０
か
ら

募
集
の
お
知
ら
せ

同
セ
ン
タ
ー
（
市
民
セ
ン
タ
ー

内
）
は
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
し

て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
子

育
て
の
手
助
け
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
が
お
互
い
に
会
員
に
な

っ
て
助
け
合
う
組
織
で
す
。

①
会
員
募
集
（
無
料
）

会
員
間
の
主
な
活
動
＝
①
保
育
園

の
保
育
開
始
前
や
終
了
後
な
ど
に
、

子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
、
送
迎
し

た
り
す
る
②
保
護
者
が
病
気
や
所

用
な
ど
の
時
に
子
ど
も
を
預
か
る

申
写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

２
枚
（
提
供
会
員
は
印
鑑
と
預
金

通
帳
も
）
を
持
参
の
上
、
同
セ
ン

タ
ー
へ

※
申
し
込
み
の
際
に
、
簡
単
な
面

接
あ
り
。
提
供
会
員
を
希
望
す
る

人
は
、
講
習
会
が
あ
り
ま
す
。

②
「
サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
」
募
集

交
流
会
の
運
営
補
助
や
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
の
編
集
な
ど
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数
＝
12
人
程
度

任
期
＝

４
月
～
平
成
20
年
３
月

応
募
資

格
＝
同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
年
10

回
程
度
開
催
す
る
会
議
（
原
則
平

日
の
日
中
）
に
出
席
で

き
る
人
（
会
議
中
の
一

時
保
育
あ
り
）

選
考

結
果
＝
年
齢
や
居
住
地

域
な
ど
を
考
慮
の
上
決

定
し
、
結
果
を
３
月
中

に
全
員
に
通
知

申
３

月
19
日

ま
で
に
、
同

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
持
参
で
、
同
セ
ン
タ

ー
事
務
局

39
・
２
８

６
１
へ
（
非
会
員
は
入

会
後
申
し
込
み
）

市政だより 2007.3

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問
い合わせは休日急患診療所へ

中越こども急患センター（西千
手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院
３月

４月

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

３月４日・21日、４月８日 長岡中央綜合病院35・3700

３月11日・25日 立 川 綜 合 病 院33・3111

３月18日、４月１日 長岡赤十字病院28・3600

期 日 内 科 外 科

３
月

４日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

11日 村 上 医 院63・4600 金 井 医 院62・0116

18日 田 崎 医 院62・1122 星整形外科医院66・8808

21日 内 島 医 院66・2446 寺 師 医 院62・0137

25日 星野（弘）医院62・0998 わたなべ皮フ科62・7750

４
月

１日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

８日 山谷クリニック61・1388 見 附 南 医 院63・4477

月曜日・木曜日 長岡赤十字病院28・3600

火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院35・3700

水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

【ファミリー・サポート・センターのしくみ】

事 務 局

依頼会員
（援助を受けたい）

提供会員
（援助を行いたい）

③事前打ち合わせ③事前打ち合わせ

②コーディネート

②コーディネート

①援
助依

頼

①援
助依

頼

④相互援助活動④相互援助活動

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

火曜日・金曜日 長岡赤十字病院28・3600

水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院35・3700
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●
平
成
19
年
度
「
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
パ
ー
ト
ナ
ー
」
募
集

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
」
は
、
女
性
も
男

性
も
共
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

長
岡
を
目
指
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
協
働
で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
情
報
の
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
４
月
13
日

ま
で
に
、
市
民
セ

ン
タ
ー
内
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
に
あ

る
所
定
の
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で

ウ
ィ
ル
な
が
お
か

39
・
２
７
４

６
、

39
・
２
７
４
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

w
ill@

city.n
ag

aok
a.lg.jp

へ

●
学
校
教
育
課

39
・
２
２
４
９

か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ


と

は
同
時
に
応
募
が
で
き

ま
す
。


外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

募
集
人
数
＝
４
人
程
度

雇
用
期

間
＝
４
月
初
旬
ま
た
は
７
月
下
旬

か
ら
１
年
間

仕
事
＝
市
内
小
・

中
学
校
で
の
英
語
指
導
の
補
助
、

市
主
催
の
英
語
セ
ミ
ナ
ー
の
補
助

な
ど

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て

を
満
た
す
人
①
英
語
を
母
国
語
ま

た
は
公
用
語
と
す
る
国
の
出
身
者
、

ま
た
は
同
程
度
の
英
語
能
力
の
あ

る
外
国
人
②
日
本
国
内
で
英
語
指

導
の
経
験
の
あ
る
人
③
日
常
生
活

に
支
障
の
な
い
程
度
の
日
本
語
力

の
あ
る
人

報
酬
＝
月
額
30
万
円

勤
務
日
＝
月
～
金
曜
日
（
１
日
７

時
間
）

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、

面
接

試
験
日
＝
３
月
28
日



教
育
補
助
員
（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数
＝
８
人
程
度

雇
用
期

間
＝
４
月
５
日

～
９
月
末
（
来

年
３
月
の
延
長
可
）

仕
事
＝
市

内
小
・
中
学
校
で
の
学
習
指
導
補

助
、
生
徒
指
導
補
助
、
行
事
の
指

導
補
助
な
ど

応
募
資
格
＝
高
校

卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る
人
（
教

員
免
許
状
の
有
無
は
不
問
）

賃

金
＝
日
額
９
、０
０
０
円

勤
務
日

＝
月
～
金
曜
日
（
１
日
８
時
間
）

試
験
日
＝
３
月
22
日



介
助
員
（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数
＝
15
人
程
度

雇
用
期

間
＝
４
月
５
日

～
１
年
間
（
勤

務
日
数
２
０
５
日
）

仕
事
＝
市

内
小
・
中
・
養
護
学
校
で
障
害
の

あ
る
児
童
・
生
徒
の
介
助

応
募

資
格
＝
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に

理
解
が
あ
り
、
温
か
く
接
す
る
こ

と
の
で
き
る
人

賃
金
＝
時
給
８

１
０
円

勤
務
日
＝
月
～
金
曜
日

（
小
学
校
・
養
護
学
校
週
31
時
間
、

中
学
校
36
時
間
以
内
）

試
験
日

＝
３
月
28
日


◇

◇

申

３
月
22
日

ま
で
に
学
校
教

育
課
（
幸
町
分
室
）
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
て
、
〒
９
４
０
―
０

０
８
４
幸
町
１
の
２
の
31
学
校
教

育
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参


３

月
16
日

ま
で
に
学
校
教
育
課
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
長
岡
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

し
て
、
学
校
教
育
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

●
栄
養
士
（
臨
時
職
員
）
募
集

募
集
人
数
＝
１
人

雇
用
期
間
＝

４
月
２
日
か
ら
６
カ
月
（
勤
務
実

績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

仕
事
＝

児
童
福
祉
施
設
の
献
立
作
成
、
衛

生
指
導
な
ど

応
募
資
格
＝
栄
養

士
免
許
の
あ
る
人

賃
金
＝
日
額

６
、７
１
０
円

勤
務
日
＝
月
～
金

曜
日
（
１
日
８
時
間
）

選
考
方

法
＝
適
性
検
査
、
面
接

試
験
日

＝
３
月
20
日


申
３
月
16
日


ま
で
に
、
児
童
福
祉
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
―
８
５
０
１
（
住
所
記

入
不
要
）
児
童
福
祉
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

問
児
童
福
祉
課

39

・
２
２
１
９
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡

32
・
１
１
８
１

●
郷
土
史
料
館

非
常
勤
嘱
託
員
募
集

募
集
人
数
＝
１
人

雇
用
期
間
＝

４
月
１
日
～
平
成
20
年
３
月
31
日

仕
事
＝
歴
史
資
料
の
整
理
、
解
説

お
よ
び
一
般
事
務

報
酬
＝
月
額

１
２
７
、０
０
０
円

勤
務
日
＝
土

・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替
勤
務

（
１
日
６
時
間
、
月
20
日
程
度
）

選
考
方
法
＝
パ
ソ
コ
ン
試
験
、
専

門
試
験
、
面
接

試
験
日
＝
３
月

20
日


申
３
月
14
日

ま
で
に
、

教
育
総
務
課
（
幸
町
分
室
）
ま
た

は
郷
土
史
料
館
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
を
教
育
総
務
課

39
・
２
２

３
６
へ

市政だより 2007.3

当選者発表！

新春恒例クロス
ワードパズル

正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な
抽

選
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
方
々

が
賞
品
の
当
選
者
に
決
ま
り
ま

し
た
（
敬
称
略
）。

①
長
岡
市
共
通
商
品
券

（
２
、０
０
０
円
分
）

粟
国
み
ち
る

平
沢

清
平

石
原

和
子

韮
澤

寛
子

恩
田

恒
子

土
田

栄
一

須
栗
よ
し
え

②
栃
尾
名
物
あ
ぶ
ら
げ
・

と
う
ふ
製
品
詰
め
合
わ
せ

渡
部

和
子

村
山

勲
雄

綿
貫

裕
子

八
子

弘
美

樋
口

岳

石
井

法
子

中
沢

エ
ツ

③
小
国
特
産
ぎ
ん
な
ん
ア
イ
ス

５
個
セ
ッ
ト

斎
藤

信
夫

小
林

ト
ミ

鈴
木
す
み
え

青
木

優

桜
井

朋
子

柴
山
は
る
み

石
橋

三
子

④
中
之
島
名
産
レ
ン
コ
ン

山
上
ゆ
う
子

河
田
仁
三
郎

河
内

文
夫

若
月

勝
子

神
林
ト
ヨ
子

植
木
久
美
子

鈴
木
美
知
子

こ
れ
か
ら
も
各
地
域
の
情
報

を
満
載
し
、
み
な
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
市
政
だ
よ
り
を
発
行
し

て
い
き
ま
す
。

問
広
報
課

39
・
２
２
０
２

正解は

「シミンリョク」
（市民力）でした
応募総数469通、
正答率96.6％

ウィルながおかパートナーの活動（１つでも可）

名 称 内 容 活動頻度など 募集人数

①フォーラム実
行委員

講演会、
分科会の
企画運営

月１～２回、若干の謝礼
あり（一時保育あり）

８人程度

②情報誌あぜり
あ編集委員

企画、編
集、発行

月１～２回、若干の謝礼
あり（一時保育あり）

８人程度

③ウィルサポー
ター

イベント
の運営補
助など

できるとき 制限なし
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催

し

■
お
こ
と
発
表
会
（
無
料
）

小
・
中
学
生
が
演
奏
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
10
日

午
後
２
時
～
４

時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー

問
箏
同
好
会
・
今
井
さ
ん


32
・
８
３
５
７

■
し
へ
き
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
依
存
症
に
関
心
の
あ
る
人
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
10
日

午
後
１
時
～
５

時

会
場
・
申
新
潟
県
立
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
（
寿
２
）
医
療
福
祉
科
・

高
橋
さ
ん

24
・
３
９
３
０

■
演
奏
会
「
越
後
響
き
独
楽

こ

ま

の
実
演
」

心
に
染
み
込
む
よ
う
な
美
し
い
音

色
を
響
か
せ
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
10
日

午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
樋
口
ビ
ル
３
階
（
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
丸
大
長
岡
店
前
）

問
樋
口
さ
ん

34
・
２
３
０
３

■
映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」
鑑
賞
会

日
時
＝
３
月
11
日

午
前
11
時
～
午

後
１
時

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

参
加
料
＝
無
料

問
長
岡
日
独
協
会

・
風
間
さ
ん

46
・
５
７
６
１

■
辛
口
若
者
人
財
活
用

ス
ー
パ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
12
日

午
後
１
時
～
３

時
45
分

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

講
師
＝

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
名
誉
顧
問
・
中
條

高
徳
さ
ん
ほ
か

対
象
＝
企
業
経
営

者
、
人
事
担
当
者

定
員
＝
４
０
０

人（
先
着
）

申
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
キ
ャ

リ
ア
応
援
プ
ラ
ザ
館

38
・
６
１
８
１

■
映
画
「
筆
子
・
そ
の
愛

―
天
使
の
ピ
ア
ノ
―
」
上
映
会

障
害
児
童
教
育
の
母
と
呼
ば
れ
た

石
井
筆
子
を
常
盤
貴
子
が
演
じ
ま
す
。

日
時
＝
３
月
17
日

午
後
０
時
20
分
、

２
時
40
分
、
５
時
、
７
時
30
分

会

場
＝
市
立
劇
場

入
場
料
＝
一
般
・

大
学
生
…
１
、４
０
０
円
（
当
日
３
０

０
円
増
）、
60
歳
以
上
、
障
害
手
帳
・

療
育
手
帳
を
持
つ
人
と
そ
の
介
助
者
、

外
国
籍
の
人
、
小
・
中
・
高
校
生
…

９
０
０
円
（
当
日
１
０
０
円
増
）

問

市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会

33
・
１

２
３
１

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、５月号は３月30日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問広報課39・2202

ベストセラーになった絵本「山古志村のマリと三匹の
子犬」を長岡市、新潟県、三条市の全面協力の下、日本
テレビと東宝が映画化します。
撮影は、旧山古志村のみならず市内全域および三条市

で行います。期間は３月下旬から５月上旬。この間、多
くのエキストラが必要になります。
多くの市民のみなさんのご協力をお願いします。
詳しくはホームページまたはチラシをご覧の上ご応募

ください。
期間＝３月28日～５月３日（撮影時間は日によって

異なります）
場所＝長岡市・三条市の各所
出演内容＝震災以前もしくは震災時の設定（避難住民、

ボランティア、村職員、救急隊員、けが人、通行
人、看護師など）

参加資格＝性別、年齢制限なし（撮影の場面や日程によ
り、製作者側の希望する人員や年齢層が異なるこ
とがあります）

申ホームページhttps://ssl.toho-movie.jp/senden/mari_
extra（長岡市ホームページからアクセス可）、携帯電話
https://ssl.toho-movie.jp/senden/mari_mobile/、ファク
ス、はがきで、〒940―0865長岡市四郎丸町248の１映画
「マリと子犬の物語」新潟事務局（済美会館１Ｆ）36
・7502へ
※チラシは、市内の各公共機関に置いてあります。
※電話での応募はできません。
※ご不明の点はファクスでお問い合わせください。
※いただいた個人情報は連絡のみに使用します。

３月下旬～４月上旬に、映画撮影用のヘリコプターが
市内を旋回します。騒音などでご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

●参加者への連絡
エキストラ参加者には、撮影日の一週間前までに「参

加証」を郵送します。なお、応募多数の場合は、参加で
きない場合もあります。

映画「マリと子犬の物語」エキストラ募集

ストーリー概要
山古志村に住む石川家。一家は役場職員である優一

（40）、長男・亮太（10）、長女・彩（５）、優一の父・
優造（75）の４人家族。一家の愛犬・マリに３匹の子
犬が生まれ、喜びに包まれたのもつかの間、中越大震
災が発生。崩れた家に閉じ込められる彩と優造。そん
な２人を勇気付けるマリ。
自衛隊により救出される彩と優造だが、マリと子犬

たちは山古志村に取り残された。餌もない中、必死に
子犬たちを守りぬくマリ。一方、長岡市の避難所では、
マリを助けられなかったことに胸を痛め、その生存を
願う彩の姿があった。やがて一時帰村の日がやってく
る…。

＜主な出演者＞

船越英一郎
（石川優一役）

宇津井健
（石川優造役）

松本明子
（優一の義理の妹・

長谷川冴子役）

33
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催

し

■「
親
子
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う
」体
験
会

体
験
日
以
外
も
見
学
で
き
ま
す
。

日
時
＝
①
３
月
13
日

午
前
10
時
30

分
～
正
午
②
16
日

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

会
場
＝
①
四
郎
丸
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
縄
文
の
杜

（
関
原
町
１
）

内
容
＝
赤
ち
ゃ
ん

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
な

ど

対
象
＝
入
園
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

問
新
婦
人
の
会
・
田
口
さ

ん

34
・
７
６
３
５

■
講
演
会
「
七
ヵ
国
語
を
話
す
、
日

常
が
あ
る
。」（
無
料
）

世
界
中
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
楽
し
さ
を
話
し
ま
す
。

日
時
＝
①
３
月
17
日

午
前
10
時
～

正
午
②
18
日

午
後
２
時
～
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
会
議
室
Ａ
・
Ｂ

問
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
坂

井
さ
ん

63
・
４
３
５
６
（
無
料
託

児
あ
り
、
要
予
約
）

■
県
立
歴
史
博
物
館
の
催
し

①
講
演
会
「
平
安
越
後
古
図
～
災
害

と
過
去
認
識
～
」

日
時
＝
３
月
21
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時

②
体
験
教
室
「
わ
ら
細
工
～
ぞ
う
り

を
作
っ
て
み
よ
う
～
」

日
時
＝
３
月
27
日

～
29
日

午
後

１
時
～
２
時
30
分
（
随
時
受
け
付
け
）

問
同
館
交
流
普
及
課
・
伊
与
部
さ
ん


47
・
６
１
３
５

■
春
休
み
親
子
手
話
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
24
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

対
象
＝
小

学
生
と
そ
の
親
（
４
年
生
以
上
は
一

人
で
も
可
）

定
員
＝
30
組

申
長

岡
市
手
話
サ
ー
ク
ル
・
木
村
さ
ん


27
・
３
４
７
６

■
春
の
星
座
観
測
会
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
24
日

午
後
７
時
～
９

時
30
分
（
曇
天
時
は
８
時
30
分
ま
で
。

厚
い
曇
天
や
雨
天
は
中
止
）

会
場

＝
信
濃
川
河
川
公
園
第
２
野
球
場
駐

車
場

問
星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
太

田
さ
ん

32
・
１
５
０
８

■
長
岡
向
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
１
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

曲
目

＝
序
曲
「
春
の
猟
犬
」、
美
女
と
野
獣

ほ
か

ゲ
ス
ト
＝
東
京
佼
成
ウ
イ
ン

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
打
楽
器
奏
者
・
北

野
圭
威
秩

け
い

い

ち

さ
ん

問
同
部
・
池
田
さ

ん

29
・
１
３
０
０

ス
ポ
ー
ツ

■
み
ん
な
で
社
交
ダ
ン
ス
を

楽
し
む
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
15
日

午
後
７
時
～
８

時
30
分

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
な
が
お
か
郵

友
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
内
田
さ
ん


33
・
２
９
５
６

■
長
岡
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
教
室

随
時
無
料
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
～
５

時

会
場
＝
日
越
小
学
校
体
育
館

対
象
＝
３
歳
以
上

会
費
＝
小
学
生

以
下
月
２
、７
０
０
円
、
中
学
生
以
上

月
３
、０
０
０
円

問
林
さ
ん

92
・

３
０
６
９

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
募
集

日
時
＝
３
月
28
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
＝
サ

ン
ラ
イ
フ
長
岡

定
員
＝
20
人

参

加
料
＝
月
５
０
０
円
（
別
に
施
設
使

用
料
１
回
３
０
０
円
、
年
間
５
、０
０

０
円
）

申
３
月
20
日

ま
で
に
バ

ル
カ
ン
ダ
ン
ス
・
グ
レ
エ

37
・
６

２
６
８
（
午
後
７
時
以
降
）
へ

■
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
受
講
者
募
集

日
時
と
会
場
＝
月
曜
コ
ー
ス
（
４
月

２
日
か
ら
）
①
午
後
７
時
30
分
…
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
タ
チ
カ
ワ
（
坂
之
上

２
）、
木
曜
コ
ー
ス
（
４
月
５
日
か
ら
。

３
月
15
日
・
22
日
は
見
学
、
参
加
自

由
）
②
午
後
７
時
③
８
時
…
厚
生
会

館
小
ホ
ー
ル

対
象
＝
①
②
初
心
者

③
経
験
者

定
員
＝
各
20
人

受
講

料
＝
月
額
２
、０
０
０
円

持
ち
物
＝

内
履
き
ま
た
は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

申

長
岡
市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
・
太

刀
川
さ
ん

33
・
７
５
３
９

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

毎
日
歩
い
た
距
離
の
累
計
で
、
日

本
一
周
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
１
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
午
前
６
時
に
厚
生
会
館
前
集
合

会
費
＝
入
会
金
１
、０
０
０
円
、
年
会

費
３
、０
０
０
円

問
同
ク
ラ
ブ
・
吉

沢
さ
ん

36
・
６
３
８
８

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
＝
４
月
６
日
～
５
月
18
日
の
毎

週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
＝
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

（
長
岡
地
域
）

参
加
料
＝
２
、５
０

０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
運
動

靴

申
長
岡
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
・
島
村
さ
ん

32
・
７
８
５
３

■
一
般
市
民
向
け
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

日
時
＝
４
月
８
日
～
９
月
30
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
６
時
～
７
時

集
合

＝
陸
上
競
技
場
南
ゲ
ー
ト
前

コ
ー

ス
＝
信
濃
川
土
手
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

ー
ス

年
会
費
＝
高
校
生
以
下
５
０

０
円
、
大
人
１
、０
０
０
円

問
長
岡

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
佐
々
木
さ
ん


28
・
０
０
７
５

■
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
サ
ー
ク
ル
と
ち

お
会
員
募
集

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
で
い
い
汗
流
し

ま
せ
ん
か
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
～
９
月
①
毎
週
火
曜
日

②
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分

会
場
＝
栃
尾
体
育
館
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場

会
費
＝
①
②
と
も

６
カ
月
間
６
、０
０
０
円

持
ち
物
＝

内
履
き
、
飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料
体
験
＝
①
３
月
20
日
・
27
日
②

３
月
22
日
・
29
日

問
諸
橋
さ
ん


０
８
０
・
５
２
２
３
・
９
６
１
６

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
＝
４
月
12
日
～
５
月
24
日
の
毎

週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場
＝
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

参

加
料
＝
１
、８
０
０
円

持
ち
物
＝
運

動
靴

申
長
岡
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
２

０
０
０
・
若
月
さ
ん

36
・
６
９
８

７■
長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ

初
心
者
水
泳
教
室

日
時
＝
４
月
18
日
～
５
月
23
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
（
計
６

回
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
温
水
プ
ー
ル

対
象
＝
女
性

参

加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
入
場
料
別
）

申
４
月
４
日

ま
で
に
、
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
を
記
入
し
〒
９
４
０
―
２
１
２
４

希
望
が
丘
３
の
４
の
19
新
井
正
美
さ

ん

28
・
２
１
３
４
へ

■
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

対
象
と
練
習
回
数
＝
幼
児
…
週
１
回
、

小
・
中
学
生
…
週
４
回
、
社
会
人
…

週
３
回
、
フ
ッ
ト
サ
ル
…
週
１
回

場
所
＝
長
岡
向
陵
高
校
ほ
か

会
費

＝
入
会
金
５
、０
０
０
円
、
月
会
費
…

幼
児
２
、０
０
０
円
、
小
学
１
・
２
年

生
３
、０
０
０
円
、
小
学
３
年
生
～
中

学
生
６
、０
０
０
円
（
社
会
人
・
フ
ッ

ト
サ
ル
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
藤
田
さ
ん

０
９
０
・
８
６
４
３

・
２
７
４
４

■
長
岡
キ
ッ
ズ
Ｕ
・
６

親
子
で
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
10

時
15
分

会
場
＝
福
戸
小
学
校

対

象
＝
３
～
６
歳

会
費
＝
入
会
金
３
、

０
０
０
円
、
月
会
費
２
、０
０
０
円

問
野
口
さ
ん

０
９
０
・
３
１
４
０

・
８
７
６
５

■
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

申

長
岡
市
体
育
協
会

34
・
２
１

３
０
①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④

会
費
⑤
問
い
合
わ
せ

◇
桜
剣
士
会

①
週
２
回
午
後
４
時
30
分
～
６
時
②

市
民
・
北
部
体
育
館
③
小
学
生
以
上

④
入
会
金
２
、０
０
０
円
、
月
３
、０

０
０
円
⑤
渡
辺
さ
ん

35
・
１
０
２

２

説
明
会
＝
４
月
４
日

午
後
６

時
か
ら
北
部
体
育
館
会
議
室

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

①
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
午
後

７
時
～
９
時
、
土
曜
日
午
前
10
時
～

12
時
、
午
後
７
時
～
９
時
、
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時
②
希
望
が
丘

テ
ニ
ス
場
ほ
か
③
年
長
児
～
高
校
生

④
週
１
回
コ
ー
ス
…
月
３
、０
０
０
円

（
別
に
年
間
ボ
ー
ル
代
６
、０
０
０
円
）、

週
５
回
コ
ー
ス
…
月
８
、０
０
０
円
（
別

に
年
間
ボ
ー
ル
代
８
、０
０
０
円
）
⑤

野
原
さ
ん

０
９
０
・
８
８
７
０
・

１
６
７
２
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◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
寿
空
手

①
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
～
７
時
②

北
部
体
育
館
③
５
歳
以
上
④
月
３
、０

０
０
円
⑤
井
上
さ
ん

０
９
０
・
２

９
７
３
・
７
４
２
１

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

①
４
月
11
日
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
午

後
５
時
30
分
～
７
時
②
北
部
体
育
館

③
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
④
年

１
０
、０
０
０
円
⑤
倉
内
さ
ん

０
９

０
・
４
９
１
３
・
６
１
９
９

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
⑥
説
明
会

◇
希
望
が
丘
Ｓ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
日
曜
日
と
第
２
・
４
土
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、
週
２
回
午
後
７

時
～
９
時
②
希
望
が
丘
小
学
校
③
年

中
児
～
小
学
生
④
年
会
費
１
０
、０
０

０
円
（
育
成
費
別
）
⑤
穴
澤
さ
ん


０
９
０
・
２
２
０
８
・
７
４
４
８
⑥

３
月
17
日

午
後
７
時
30
分
か
ら
希

望
が
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
②
全
学
年
…
毎
週
日
曜
日
午
前
９

時
～
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
～
４
時

川
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
４
年
生

以
上
…
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
７
時

～
９
時
長
岡
向
陵
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

③
小
学
生
男
女
④
入
団
金
５
、０
０
０

円
、
年
会
費
…
小
学
１
～
３
年
生
１

０
、０
０
０
円
、
４
～
６
年
生
２
０
、

０
０
０
円
⑤
小
林
さ
ん

35
・
１
６

２
０
⑥
３
月
10
日

午
前
10
時
か
ら

北
部
体
育
館
会
議
室
（
保
護
者
も
）

◇
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
）

①
Ｕ
―
６
…
午
後
５
時
～
７
時
、
Ｕ

―
12
…
午
後
７
時
～
９
時
、
Ｕ
―
15
…

午
後
６
時
～
８
時
②
市
内
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
ほ
か
③
幼
児
～
中
学
生
④
月

会
費
５
、０
０
０
円
、
年
会
費
…
幼
児

・
小
学
生
…
５
、０
０
０
円
、
中
学
生

１
５
、０
０
０
円
⑤
山
崎
さ
ん

０
８

０
・
１
１
９
６
・
５
３
２
７

◇
レ
オ
ネ
ス
長
岡
Ｊ
Ｆ
Ｃ（
サ
ッ
カ
ー
）

①
月
・
木
・
土
曜
日
②
新
町
小
学
校

ほ
か
（
時
間
・
会
場
は
学
年
で
異
な

る
）
③
小
学
生
④
年
会
費
１
・
２
年

生
９
、０
０
０
円
、
３
～
６
年
生
１
５
、

０
０
０
円
⑤
荒
木
さ
ん

39
・
２
６

２
６

◇
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
（
器
械
体
操
）

女
子
ク
ラ
ブ

①
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
30
分
～
６

時
②
市
民
体
育
館
③
小
学
１
・
２
年

生
④
月
会
費
３
、０
０
０
円
⑤
桒
原

く
わ
ば
ら

さ

ん

32
・
４
７
４
１
（
３
月
27
日


午
後
５
時
30
分
に
運
動
着
着
用
で
直

接
体
育
館
に
集
合
）

◇
表
町
剣
士
会

①
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
～
９
時
②
表
町
小
学
校
③
小
学

生
以
上
④
月
１
、０
０
０
円
⑤
丸
山
さ

ん

32
・
１
５
１
９

◇
江
陽
剣
士
会

①
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
７
時
～
９

時
②
江
陽
中
学
校
③
小
学
１
年
生
以

上
④
月
１
、０
０
０
円
⑤
大
塚
さ
ん


28
・
０
８
４
３

◇
川
崎
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
30
分
～
９

時
30
分
②
川
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
③
小
学
生
④
年
会
費
１
２
、０
０

０
円
（
２
人
目
以
降
割
引
あ
り
）
⑤

泉
さ
ん

34
・
０
７
６
１

健

康

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
19
日

午
後
２
時
～
３

時
30
分

内
容
＝
精
神
科
医
師
に
よ

る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

会

場
・
申
県
長
岡
地
域
振
興
局
地
域
保

健
課

33
・
４
９
３
１

■
笑
顔
と
の
ん
き
の
介
護
教
室

「
適
応
障
害
に
つ
い
て
」（
無
料
）

日
時
＝
３
月
17
日

午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

講
師
＝
長
岡
保
養
園

医
師
・
角
田
典
穗
さ
ん

会
場
・
問

台
町
会
館
（
台
町
１
）

31
・
０
２

９
４

■
講
演
会
「
私
が
摂
食
障
害
に
な
っ

た
わ
け
」

日
時
＝
３
月
18
日

午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時

会
場
＝
阪
之
上
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
摂
食

障
害
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
粕
谷
な
ち
さ

ん

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円

申
四

ツ
葉
絹
の
会
・
荒
川
さ
ん

０
９
０

・
５
５
５
４
・
７
８
７
０

■
講
演
会
「
薬
物
乱
用
頭
痛
に
つ
い

て
」（
無
料
）

日
時
＝
３
月
21
日

午
後
１
時
30
～

３
時
30
分

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
長
岡
・
梅
の
間

講
師
＝

東
京
女
子
医
大
頭
痛
外
来
・
清
水
俊

彦
さ
ん

定
員
＝
60
人
（
先
着
）

申
全
国
慢
性
頭
痛
友
の
会
・
山
田
さ

ん

０
２
５
・
７
９
２
・
３
７
２
５

■
に
い
が
た
脳
卒
中
公
開
講
座

「
可
能
性
を
秘
め
た
脳
！
」（
無
料
）

日
時
＝
４
月
14
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

講
師
と
内
容
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院

脳
神
経
外
科
・
竹
内
茂
和
さ
ん
「
回

復
可
能
な
脳
機
能
」、
新
潟
大
学
脳
研

究
所
脳
神
経
外
科
・
藤
井
幸
彦
さ
ん

「
変
化
す
る
脳
機
能
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
み

る
」

申
４
月
７
日

ま
で
に
長
岡

中
央
綜
合
病
院
総
務
課

35
・
３
７

０
０
へ

く
ら
し

■
新
潟
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

最
低
賃
金
（
時
間
額
）
＝
６
４
８
円

対
象
＝
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
県
内
の

事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

問
新
潟
労
働
局
賃
金
室

０
２
５
・

２
３
４
・
５
９
２
４

■
３
月
５
日

か
ら
不
動
産
・
会
社

法
人
登
記
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

始
め
ま
す

登
記
事
項
証
明
書
と
印
鑑
証
明
書

の
請
求
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で

き
ま
す
。
交
付
は
郵
送
。

問
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

33

・
５
５
１
１
、h

ttp
://h

ou
m
u
k
yo

k
u
.m

oj.g
o.jp

/n
iigata/

■
不
動
産
の
無
料
相
談

日
時
＝
４
月
６
日

午
後
１
時
～
４

時

会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室
会
議

室

対
象
＝
不
動
産
の
価
格
決
定
や

賃
貸
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人

問


新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

０
２

５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

■
長
岡
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
０
８

学
生
は
直
接
会
場
へ
。
参
加
希
望

の
事
業
所
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
４
月
21
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

内

容
＝
市
内
に
就
業
場
所
の
あ
る
事
業

所
に
よ
る
個
別
説
明
会

対
象
＝
平

成
20
年
３
月
に
大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
門
学
校
卒
業
予
定
の
学
生

問
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

32
・
１
１
８
１

■
４
月
か
ら
中
之
島
・
小
国
地
域
は

長
岡
労
働
基
準
監
督
署
の
管
轄
に

な
り
ま
す

問
長
岡
労
働
基
準
監
督
署
第
一
課


33
・
８
７
１
１

募

集

■
写
団
「
鼓
動
」
会
員
募
集

写
真
を
持
ち
寄
り
鑑
賞
し
ま
す
。

撮
影
会
も
年
２
回
程
度
行
い
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
２
水
曜
日
午
後
７
時

か
ら

会
場
＝
中
央
公
民
館

年
会

費
＝
１
０
、０
０
０
円

問
高
頭

た
か
と
う

さ
ん


27
・
４
５
５
８

■
絵
手
紙
「
た
ら
よ
う
の
会
」

会
員
募
集

日
時
＝
毎
月
第
２
水
曜
日
午
後
７
時

～
９
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

月

会
費
＝
１
、０
０
０
円

申
３
月
20
日


ま
で
に
馬
場
さ
ん

46
・
５
９
５

０
へ

■
押
し
花
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

期
日
＝
４
月
～
12
月
の
毎
月
１
回
①

第
１
日
曜
日
（
初
回
は
４
月
８
日
）

②
第
２
水
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時

～
正
午

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
さ
じ
ろ
ほ
か

会
費
＝
１
回
１
、０

０
０
円
（
材
料
費
別
）

申
３
月
20

日

ま
で
に
さ
く
ら
草
の
会
・
竹た

け

武ぶ

さ
ん

27
・
０
７
５
８
へ

■
木
目
込
人
形
づ
く
り
サ
ー
ク
ル

「
た
ま
ゆ
ら
」
会
員
募
集

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
後

７
時
30
分
～
９
時

会
場
＝
サ
ン
ラ

イ
フ
長
岡

月
会
費
＝
２
、０
０
０
円

（
材
料
費
別
）

問
吉
田
さ
ん

０

９
０
・
６
１
６
４
・
９
０
６
８

■
「
長
岡
碁
友
会
」
会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
５

時

会
場
＝
安
達
ビ
ル
２
階
（
大
手

通
２
）

対
象
＝
級
位
者
（
有
段
者

不
可
）

会
費
＝
入
会
金
１
、０
０
０

円
、
月
１
、０
０
０
円
（
女
性
・
高
校

生
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

問
小
方
さ
ん

35
・
４
３
０
５

35



お坊さんが座禅を組んでいるように

見えることからその名がついたザゼン

ソウ。雪解けのころ、湿地などの湿り

気の多いところに顔を出します。

中心の黄色い部分が花で、たくさん

の花が密集して咲きます。虫を誘う独

特のにおいを放ち、このにおいを遠く

に届けるために太陽の光を集め発熱す

るとも言われます。

赤黒い頭
ず

巾
きん

のような形をした苞
ほう

は、

花を守るためのものです。仏像の光背
こうはい

に似ていることから仏炎苞
ぶつえんほう

と呼ばれて

います。

最近は、湿地の減少や乱獲で数が減

りました。新潟県では絶滅の恐れがあ

る植物として「絶滅危惧Ⅱ類」に指定

しています。

市内宮本町３の雪国植物園では、３

月ごろその姿を見ることができます。
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ザゼンソウ

栃
尾
地
域
の
雁
木
は
全
長
四
・

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
全
国
で
三
番

目
の
長
さ
を
誇
り
ま
す
。

一
年
の
三
分
の
一
を
雪
に
閉
ざ

さ
れ
る
雪
国
の
生
活
。
昔
は
大
通

り
で
さ
え
も
、
屋
根
か
ら
降
ろ
さ

れ
た
雪
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
通
り
に
面
し
た
家
々
は
、

自
分
の
敷
地
を
少
し
ず
つ
提
供
し

あ
い
、
屋
根
を
か
け
て
通
り
道
と

し
ま
し
た
。

「
雁
木
」
の
名
称
は
、
家
々
に

よ
っ
て
通
り
道
の
屋
根
の
高
さ
が

不
揃
い
で
、
ジ
グ
ザ
グ
に
飛
ぶ
雁か

り

の
群
れ
の
よ
う
に
見
え
る
こ

と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。雁

木
通
り
は
人
々
の
交
流

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

栃
尾
地
域
は
今
、
こ
の
雁

木
を
利
用
し
た
地
域
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
雁

木
通
り
を
利
用
し
て
、
昔
遊

び
や
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

で
人
々
を
呼
び
込
む
「
雁
木

あ
い
ぼ
」
を
春
と
秋
に
開
催
。

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

栃
尾
表
町
地
区
で
は
平
成
九
年

か
ら
、
住
民
と
大
学
生
、
行
政
が

協
働
で
、
毎
年
一
棟
、
個
性
的
な

デ
ザ
イ
ン
の
雁
木
を
建
築
。
雁
木

の
再
生
を
通
し
た
交
流
で
、
地
域

ら
し
さ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
進
ん
で
い
ま
す
。

「守門岳から日本海 中越いやす信濃川」

市歌の冒頭で、新しい長岡市のシンボルのひ

とつとして歌われる守門岳。その頂の一つ、

大岳
おおだけ

周辺には、強い季節風と豪雪が東洋一と

いわれる大雪庇を作り上げます。

毎年３月下旬、この大雪庇と春山スキーを

楽しむ「守門岳大雪庇ツアー」が開催されま

す。スキーやスノーボードをかついで魚沼市

の二分
に ぶ

登山口を出発。４時間半ほどかけて大

岳の山頂に到着します。そこから大雪庇を巡

り、西側の広大な斜面を２時間ほどで滑り降

ります。冬山の大パノラマと大自然の中で自

由にシュプールを描くそう快感は、多くの人

々を魅了します。

今年は少雪のため、滑走具でのツアーは中

止となりましたが、かんじきやスノーシュー

で春山を楽しむ徒歩ツアーが開催されます。

2222
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▲守門岳大雪庇ツアーについて、詳しくはとちおファミ
リースキー場0120・33・0773へお問い合わせください。

栃尾の雁木
がん ぎ

通り 【栃尾市街地】

守
門
岳
大
雪
庇

だ
い
せ
っ
ぴ

ツ
ア
ー

【
３
月
下
旬
／
栃
尾
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp
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